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決定！「福湯男」「福湯女」

左から皆本健
けんしん
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ま い
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松本江

え り か

里加さん（オムロンハンドボール部）、内野賢
けんせい

成さん（城北高校２年生）
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さくら湯開湯一周年記念　S
サ ク

AKU‐R
ラ ン

UN

　さくら湯の開湯１周年を記念して、下町からさく
ら湯までの約 400mを競走する SAKU‐ RUN が
開催されました。
　山鹿青年会所などが、兵庫県の西宮神社の福男選
びからヒントを得て開催したもので、小学生男女と
一般男女の４部門で、約300人の参加者が、福湯男・
福湯女を目指して豊前街道を全力疾走しました。

今月の表紙

1
月
の
広
報

　体育の授業が好きで、今は鉄棒の逆上
がりの練習を頑張っています。
　逆上がりができるようになるまであき
らめずに頑張ります。

花籠　美
み か

圭さん
山内小学校２年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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祝　さくら湯開湯１周年

　山鹿市営温泉「さくら湯」が開湯１周年を迎え、11 月 23・24 日に記念イベントが行われました。
　23 日には、関係者など約 20 人が参加して、さくら湯前で記念法要が行われました。また、今年の福湯男・福湯女を決
める「S

サ ク

AKU-R
ラ ン

UN 〜目指せ山鹿の一番風呂〜」や湯の端音楽祭、ともそう山鹿 2013「和灯り」、２４日には「さくら餅」
の振る舞いやフードフェスティバルなど多くのイベントが行われ、「さくら湯」の１周年を祝いました。

１周年を記念して行われた餅まき

一番を目指してスタートを切る SAKU-RUN 参加者 １周年を記念して「龍の湯」特別招待で殿様気分を満喫

池の間では、野
の だ て

点でおもてなし 記念スタンプラリー「さくら餅」ふるまい

多くの人でにぎわうフードフェスティバル ともそう山鹿 2013「和灯り」、会場が温かい光で包まれました
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま

ず
、
国
に
お
い
て
は
「
７
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
へ
の
正
式
参
加
」
や
、「
10
月
の
消
費

税
引
き
上
げ
表
明
」
と
い
っ
た
、
国
民
生

活
に
直
結
す
る
大
き
な
政
策
の
方
向
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
極
度
の
国
家
財
政

の
逼ひ

っ

ぱ

く迫
と
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
、
わ
が
国

が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社

会
・
経
済
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、
年
金

や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
改
革
を
は

じ
め
社
会
・
経
済
構
造
そ
の
も
の
の
改
革

が
推
し
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
実

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
に
と
り
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
時

代
の
流
れ
は
い
や
応
な
く
押
し
寄
せ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
や
定
住
化
の
促
進
な

ど
、
市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
を
一
層
充
実
、
進
展
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
６
月
に
は
、「
富
士
山
」
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９

月
に
は
、
２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
都
市
が
「
東
京
」
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
国
民
的
慶
事
で
あ
り
、

国
民
の
一
人
と
し
て
大
き
な
喜
び
を
感
じ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、３
月
末
を
も
っ

て
、
山
鹿
地
区
の
川
辺
小
学
校
と
川
辺

幼
稚
園
が
、
そ
し
て
鹿
北
地
区
の
岳
間
小

学
校
、
岩
野
小
学
校
、
広
見
小
学
校
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
と
と
も
に
閉
校
、
閉
園

し
、
４
月
１
日
、
新
生
「
山
鹿
小
学
校
」、

新
生
「
鹿
北
小
学
校
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
暮
れ
に
は
、
本
市
の
誇
り
で
あ
る

「
山
鹿
灯
籠
」
が
、
伝
統
的
工
芸
品
と
し

て
国
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
旨

の
朗
報
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

誠
に
め
で
た
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
、「
新
山
鹿
市
」
と
し
て
10
年

目
と
い
う
一
つ
の
節
目
の
年
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
歩
み
の
検
証
と
併
せ
ま
し
て
、
新
た

な
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
方
向
性
を
固
め

る
べ
き
重
要
な
年
と
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
そ
し
て
文
化
を

有
す
る
本
市
、「
こ
の
ふ
る
さ
と
山
鹿
に

住
ん
で
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
」
と
実
感

で
き
る
生
活
圏
の
形
成
を
目
指
し
、
一

歩
一
歩
着
実
な
前
進
を
図
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
光

り
輝
く
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新 年 の ご  あ い さ つ

山鹿市長　中
な か し ま

嶋　憲
け ん せ い

正
一歩一歩着実な前進

写真／国指定史跡　隈部氏館跡（菊鹿町）からの風景



5　2014.1.1　広報やまが

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か

で
希
望
に
満
ち
た
、
初
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
員
定
数
10
名
減
の
20
名
で
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
第
３
期
山
鹿
市
議
会
も
２
月
で

１
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
市
議
会
に

対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
、
ロ
ゲ
会
長
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
（
東

京
）」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
瞬
間
、
日
本
中

は
歓
喜
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
、

１
９
９
７
年
の
男
子
世
界
大
会
以
来
22
年

ぶ
り
と
な
る
、「
２
０
１
９
年
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

女
子
世
界
選
手
権
」
熊
本
開
催
が
決
定

し
、再
び
「
日
本
の
良
さ
」、「
熊
本
の
魅
力
」

を
世
界
中
に
発
信
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
、

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

喜
ば
し
い
こ
と
で
は
、「
山
鹿
灯
籠
」
が

「
伝
統
的
工
芸
品
（
国
指
定
）」
と
し
て
、

今
月
中
に
も
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
そ

の
匠
の
技
法
・
技
術
が
全
国
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
は
、
山
鹿
市
民
の
誇
り
で
も
あ
り
、

灯
籠
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
や
、
灯
籠
師
の
後
継

者
育
成
に
弾
み
が
つ
く
と
大
変
期
待
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、わ
が
国
は
今
、国
の
内
・
外
で
大

き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。内
政
面
で
は
、

地
方
分
権
改
革
に
よ
っ
て
地
方
政
治
の
自

由
度
が
高
ま
る
一
方
、地
方
自
治
体
に
は
、

自
ら
が
選
択
・
決
定
し
、自
ら
が
責
任
を

持
つ
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
市
民
の
代
表

機
関
で
あ
る
市
議
会
に
は
、
人
材
、
物
資
、

資
金
、
情
報
な
ど
の
限
り
あ
る
貴
重
な
地

域
資
源
を
最
大
限
に
無
駄
な
く
、
市
の

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
使
命
を
果
た
す
に
は
、「
住
民

に
寄
り
添
う
議
会
」
と
し
て
皆
さ
ま
の
声

に
耳
を
傾
け
、
集
め
た
声
を
的
確
に
行
政

に
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
、
山
鹿
市
議
会
で
は
主

に
二
つ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
は
、
昨
年
９
月
に
「
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
議
会
活

性
化
の
た
め
の
改
革
事
項
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
重
ね
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
活
動
の
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
市
議
会
の
活
動
状
況
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
や
ま
が
市

議
会
だ
よ
り
」
の
創
刊
に
向
け
、「
議
会

広
報
委
員
会
」
を
組
織
し
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
住
民
意
志
を

代
表
す
る
市
議
会
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
期

待
に
添
え
る
よ
う
、
な
お
一
層
、
誠
心
誠

意
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か

本
年
も
、
私
ど
も
市
議
会
の
活
動
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

「住民に寄り添う議会」として

新 年 の ご  あ い さ つ

山鹿市議会議長　藤
ふ じ は ら

原　弘
ひ ろ し
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今月のナイスショット

街角ぐるっとナビ 
身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

さくら湯開湯１周年記念で、野
の だ て

点を体験した
伊豆涼

り ょ う や

哉くん、後藤汰
た い せ い

誓くん、立山陸
り く

くん

飲酒運転の根絶を！
…飲酒運転根絶キャンペーン　　　　　　  　11月28日

　山鹿市老人クラブ連合会山鹿支部の呼びかけで、飲酒
運転根絶キャンペーンが山鹿市古閑で行われました。老
人クラブ役員や山鹿警察署など、約 30 人が反射ベスト
やタスキをつけ、寒い中にもかかわらず笑顔で啓発チラ
シや景品を配布し、飲酒運転の根絶と安全運転を呼びか
けました。
　山鹿警察署から、山鹿市内でも飲酒運転が多発してい
るという状況を聞いた参加者は「寒かったけれど、この
時期にしなければ意味がない。このキャンペーンを通し
て、飲酒運転が一件でも減るよう願っています」と話し
ました。

運転手に啓発チラシを手渡す参加者

市民総ガイドを目指して
…旅先案内人養成講座　　　　　　　　　11 月 18 日

　 一般財団法人山鹿市地域振興公社が、山鹿灯籠民芸館
で「旅先案内人養成講座」を開き、市内の事業所などに
勤務している 14 人が受講しました。
　この講座は、山鹿市の歴史や文化を楽しく学び、市民
総ガイドを目指して行われています。４日間の日程で豊
前街道やチブサン古墳など市内の名所・旧跡を講師の山
鹿市旅先案内人の会 ( 福山昭

し ょ う じ ろ う

次郎会長 ) の会員から説明
を受けました。
　受講者の江上昌

し ょ う こ

子さんは「山鹿育ちだけど知らない事
がたくさんありました。来年もぜひ受講したい」と笑顔
で話しました。

山鹿市旅先案内人の会の会員から説明を受ける受講者

秋の一大イベントで友好都市と交流
…第 34 回かほくまつり　　　　　11 月 16 日・17 日

　鹿北町の一大イベント「かほくまつり」が鹿北グラウンド
一帯で開催され、多くの人でにぎわいました。今年は「石
の風ぐるま友好都市交流事業」をかほくまつりで開催し、友
好都市である岡山県高

た か は し

梁市、高知県四万十町の郷土芸能
が披露されました。
　また、メインイベントの「丸太トライアスロン大会」には、
16 チームが参加し、丸太切り、丸太ボーリング、丸太引きで
熱戦が繰り広げられ、
山鹿警察署チームが
優勝しました。

よさこい踊りを披露する、四万十町よさこい踊り子隊の
「四

し ま む た

万夢多」の皆さん

丸太切りの様子
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰
…つくしの会（代表本田健

けんいちろう

一郎さん）
　この表彰は、福祉分
野などのボランティア活
動を永年率先している者

（団体）で、その功績
が顕著であると認めら
れるものに対して行わ
れるものです。つくしの
会は、施設訪問などの
ボランティア活動を 18
年間続けてきた功績が
認められました。

平成 25年度農林水産祭天皇杯
…谷秀

ひでのり

則さん、珠
た ま み

美さん夫妻
　谷夫妻は、農林水
産業の食に対する理解
の増進などを図るため
に行われる農林水産祭
で、「自給飼料で高泌
乳牛を飼育し、地域内
循環も構築した基本に
忠実な骨太経営」に取
り組んだことが高く評価
され、畜産部門で天皇
杯を受賞されました。

体力向上優秀実践校
…鹿北中学校
　鹿北中学校が本年
度の熊本県の体力向
上優秀実践校に選ば
れました。鹿北中学校
は、昼休みを利用した
スポーツ大会や朝のラ
ンニング会などを実施
し、生徒の体力向上を
図り、スポーツテストの
記録が全種目で県平均
を上回りました。

清掃に参加した青年会議所のメンバーや家族

　山鹿青年会議所のメンバーや家族など約 40 人
が、さくら湯一帯の清掃を行いました。
　同会議所では、きれいなまちづくりを目指し
て、１月から毎月１回、豊前街道沿いの清掃を
続けています。
　今回はまず、さ
くら湯一帯のごみ
を 拾 い、 そ の 後、
笹でさくら湯のす
す 払 い を し た り、
ブラシで石畳を磨
いたりしました。

きれいなまちづくりを目指して
…山鹿青年会議所　　　　　　　　 12 月 8 日

庭木の剪定や草取りをする消防団員

一人暮らし声掛け運動（奉仕作業）
…島田地区消防団（菊鹿町）　　　12 月 15 日

　島田地区消防団（吉里信
の ぶ と

人部長）が、午前７時30
分からポンプ車などの通常点検後、地区内の65 歳
以上の１人世帯12 戸を巡回し、声掛けを行いました。
　同消防団は平成 6 年から年に２回（７月・12 月）
声掛けを行っていて、要望があれば庭木の剪

せ ん て い

定や
草取りなどの作業も行っています。
　吉里部長は「消防団で独自に一人暮らし世帯マッ
プを作成し、巡回してコミュニケーションを図ること
で、災害時のスムーズな救助活動に繋がると思う。
先輩たちがはじめられたこの伝統行事を今後も続け
ていきたい」と力を込めました。

さ
く
ら
湯
の
す
す
払
い
を
す

る
参
加
者

遺跡公園で古代体験にチャレンジ
…方保田東原遺跡、古代体験ひろば　　　　　　　　　　12月８日

　方保田東原遺跡公
園で開催され、参加
者たちは琥珀の勾玉
作りや鏡づくり、ク
イズラリーや弓矢体
験・火起こし体験な
ど に 挑 戦 し ま し た。
また、昔ながらの羽
釜で炊いた古代米入
りご飯をおにぎりに
して味わいました。



広報やまが　2014.1.1　8

古閑　和
か ず あ き

昭さん
方保田（山鹿）

　陸上自衛隊員として長年業務
に精励し、国民の安全と国土の
保全・防衛のために尽力されま
した。

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

河村　泰
や す の り

伯さん
鹿校通（山鹿）

　多年にわたり福岡県警察官
として、業務に精励し、地域
住民の生命財産の保全に尽力
されました。

杉本　保
や す ま さ

昌さん
中分田（鹿本）

　多年にわたり愛知県警察官
として、業務に精励し、地域
住民の生命財産の保全に尽力
されました。

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）故木庭　雅

ま さ お

夫さん
下内田（菊鹿）

　３期 12 年の長きにわたり旧
菊鹿町議会議員を務め、菊鹿
町の産業振興、教育、文化、
福祉の向上に尽力されました。

福嶋　達
た つ や

也さん
上内田（菊鹿）

　退職するまで、30 年以上の長
きにわたり教職員として常に教育
に情熱を注ぎ、誠心誠意、努力を
惜しまず職責を果たし、教育行政
の発展に尽力されました。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　

社
会
の
広
い
分
野
で
の
長
年
の
功
績
に
よ
り
受
章
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時　

１
月
15
日
㈬
午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

内
容　
「
一
期
一
会
」
に
学
ん
だ

自
分
に
で
き
る
こ
と

　

�

カ
ン
ガ
ル
ー
の
国
と
の
40
年
の
交

流
を
通
し
て

　

熊
本
日
豪
協
会　

元
事
務
局
長

　

冨
田
巌
さ
ん

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

菊鹿総合支所　市民ホール
⃞▶第 31回かもと教美展
　 山鹿市小中学校図工美術に縁のあったＯＢと現
役職員有志の絵画や立体作品を展示します。
　 期間　１月 19 日㈰〜２月２日㈰
　 時間　9：00 〜 17:00（最終日は 15:00 まで）

お
も
て
な
し
こ
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
・
内
容

　

１
月
12
日
㈰
「
こ
ど
も
太
鼓
」

　

１
月
19
日
㈰

　
「
か
お
う
保
育
園
太
鼓
」

　

１
月
26
日
㈰
「
こ
ど
も
三
味
線
」

　

午
前
10
時
〜
10
時
半

◦
場
所　

さ
く
ら
湯
「
池
の
間
」
他

◦�

参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

学
習
発
表
会
に
感
動

八
幡
学
童
保
育
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ

代
表
前
畑
栄
枝

　

11
月
24
日
、八
幡
小
学
校
体
育
館

で
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。保
護
者
、地
域
住
民
な
ど
た
く
さ

ん
の
方
が
参
加
し
、会
場
は
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。

　

学
童
に
来
て
い
る
児
童
か
ら
「
絶

対
に
見
に
来
て
ね
」
と
お
誘
い
を
受

け
て
い
た
の
で
楽
し
み
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

ど
の
学
年
の
出
し
物
も
工
夫
が
さ

れ
て
い
て
、一
人
一
人
が
大
き
く
成
長
し

て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
の
中
で
、4
年
生
が
「
八
幡
大

好
き
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、認
知
症

に
つ
い
て
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
や
絵

本
教
室
、地
域
で
開
催
さ
れ
た
徘
徊

者
捜
索
声
か
け
模
擬
訓
練
に
参
加
し

た
体
験
を
題
材
に
劇
な
ど
を
発
表
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

実
の
と
こ
ろ
、私
は
4
年
生
の
子

ど
も
た
ち
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
が
で
き
て
い
る
の
か
不
安
や

半
信
半
疑
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

第
16
回
山
鹿
市
防
災
の

つ
ど
い

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
教
訓
と
し
、

防
災
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
催
し
で
す
。多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　

１
月
17
日
㈮

①
炊
き
出
し
訓
練　

午
前
９
時
〜

　

�（
軍
手
・
タ
オ
ル
・
三
角
巾
・
包
丁
・

ま
な
板
持
参
）

※�

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
１
月

６
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

お菓子の香梅　山鹿店（鹿校通）
問☎ 43 ‐ 0755

⃞▶�近代の山鹿を築いた人たちシリーズの
パネル冊子展示

　 期間　１月 15 日㈬〜２月 15 日㈯
　 時間　9：00 〜 19：30

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶日本画鹿本教室展　講師江住昌藏先生
 　膠

にかわ

液を使い、和紙に彩色します。静物、風景
 　など約 20 点
 　期間　１月６日㈪〜 18 日㈯（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）
⃞▶水彩画教室展　講師服部秋彦先生
 　静物、四季の風景など
 　期間　１月 20 日㈪〜 31 日㈮（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）

三玉郵便局内ロビー
問☎ 42 ‐ 1287（酒井憲）

⃞▶第 10回孔版画による手作り賀状展
　 手作り賀状を多数展示します。
　 期間　１月 20 日㈪〜１月 31 日㈮
　 時間　9：00 〜 17:00

が
、学
校
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

し
っ
か
り
と
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て

発
表
し
て
い
ま
し
た
。認
知
症
に
関
す

る
問
題
を
○
×
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題

す
る
と
、「
わ
あ
ー
、当
た
っ
た
ー
、や
っ

た
ー
」と
歓
声
で
館
内
は
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、子
ど
も
た

ち
か
ら
認
知
症
の
方
や
お
年
寄
り
へ

の
接
し
方
を
教
え
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。最
後
に
認
知
症
を
題
材
に
し
た

劇
を
上
演
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
く
れ
た
こ

と
に
、大
き
な
感
動
と
感
謝
の
気
持

ち
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
も
「
いつ
か
は
行
く
道
、通
る

道
」だ
と
思
い
ま
す
が
、こ
ん
な
優
し

い
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、い

つ
ま
で
も
大
好
き
な
八
幡
で
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

②
防
災
の
つ
ど
い　

午
前
10
時
〜

◦
場
所　

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

◦�

内
容　

被
災
食
や
防
災
用
品
展

示
、
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
指
導
、

水
消
火
器
体
験
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
な
ど

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
43
‐
１
１
３
４
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①寄附申込書
③寄附金納付

②納付書など送付
④受領証明書送付

山鹿市

税務署 お住まいの
市区町村

寄附をする人

連絡

所得税の

軽減

⑤確定申告
住
民
税
の
軽
減

希望する
事業に活用

【寄附・確定申告の流れ】

ふるさと寄附金（納税）とは？
「生まれ育ったふるさとの役に立ちたい」「自分と関わりが深い地域を応援した
い」という思いを自治体への寄附という形で実現させた制度で、寄附した方の
所得税や住民税が一定限度まで控除されます。

寄附の状況
（平成 25 年４月から 11 月 30 日現在）

件数 24 件　金額 793,000 円

昨年度いただいた「ふるさと応援寄附金」は、このように活用しています。

【人と自然が共生する環境づくり】

【活力のある産業づくり】

【地域とともに支え合う暮らしづくり】 【安全で快適なくらしを支える基盤づくり】

【心豊かにたくましく生きる人づくり】

《自主防災組織育成事業》
消化訓練

《誘客宣伝事業》
さくら湯

《元気いきいき地域再生事業》
からいもの定植体験

《食の自立支援事業》
弁当宅配・安否確認

《未来への１ページ事業》
図書館の環境整備

栃木県　　高木淳二様　「�山鹿市のためになることにお使いくださ
い。頑張ってください」

合志市　　杉村継治様　「県北の市として頑張ってください」
神奈川県　福田圭基様　「�地域の農産物の国内・海外への情報発

信、伝統芸能・工芸の振興、こども達
に郷里の良さを知ってもらう教育学習に
お役立てください」

福岡県　　髙木麻美様　「�去年、市民医療センターで里帰り出産い
たしました。スタッフさんみんなとても素敵
でいいお産が出来ました。よろしくお伝え
ください。山鹿サイコー」

天草市　　金子　望様　「�さくら湯の完成とても嬉しく思います。今
後さらに山鹿が活気づくことを期待してい
ます」

熊本市　　河田　勲様　「山鹿市の発展を祈念いたします」
東京都　　富田重昭様　「「森のくまさん」のブランド向上を祈ります」
※この他にも、たくさんの応援メッセージをいただいています。
　ありがとうございました。

申し込み・問い合わせ先
企画課　☎４３−１１１４

「山鹿市ふるさと応援寄附金」でやまがを応援しませんか

応援メッセージ

ふるさと山鹿を応援しよう

《環境教育推進事業》
ダンボールコンポスト作り
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環境だより環境だより

問…環境課　☎43-7211

『
冬
の
節
電
・
省
エ
ネ
』を

『
楽
し
く
、賢
く
』

　暖房使用量が多くなる午前（8 ～11 時頃）と、照明など家庭での使用が多くなる夕方
（17 ～20 時頃）の取り組みが重要です。
　生活・健康や生産・経済活動などに支障のない範囲で、節電にご協力をお願いします。

家庭の節電メニュー
それぞれの家庭で、無理なく実施できるものをチェックしてみましょう チェック

エアコン ① 重ね着などをして、室温 20℃を心がける
② 窓には厚手のカーテンをかける

照明 ③ 不要な照明をできるだけ消す
テレビ ④ 画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す

冷蔵庫 ⑤ 冷蔵庫の設定を『弱』に変え、扉を開ける時間をできるだけ
減らす

ジャー炊飯器 ⑥ 早朝にタイマー機能で１日分をまとめて炊く
⑦ 保温機能は使用せずに、冷まして冷蔵庫で保存

温水洗浄便座 ⑧ 便座保温・温水の設定温度を下げる
⑨ 不使用時はフタを閉める

待機電力 ⑩ リモコンではなく、本体の主電源を切る
⑪ 使わない機器はプラグを抜く

広い部屋を温める場合は、ヒーター
よりエアコンが効率的

エアコン
450W（6畳用）
750～1,100W
　（10～15畳用）

電気カーペット 760～1,000W
　（3畳用）

ファンヒーター 1,150W
オイルヒーター 360～1,500W
ハロゲンヒーター 1,200W
電 気 ヒーター 800～1,000W

家庭には消費電力が大きい電気製品がたく
さんあります
　これらの電気製品は、特に夕方以降は使用
が重ならないように気をつけて使いましょう。

【例】�電気カーペット、電気ストーブ、ジャー
炊飯器、電気ポット、電子レンジ、ホッ
トプレート、オーブントースター、IH
クッキングヒーター、食器洗い乾燥機、
温水洗浄便座、ドライヤー、洗濯乾燥
機、掃除機、アイロンなど※�定格消費電力の一例（実際は製品の種

類・使用方法等により異なります）
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
月
例
会

互
選
句

立
ち
入
り
禁
止　

親
父
も
入
れ
ん
娘
部
屋

荒
平　
　

峠

し
も
た
あ　

あ
の
一
言
が
命
と
り伊

藤　
　

元

十
人
十
色　

バ
ラ
バ
ラ
ば
っ
て
ん
仲
ん
良
か

島
北　

鎌
岳

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
一
月
例
会

小
水
流
繁
富
選

楽
し
み　

今
年
し
ゃ
ド
ラ
フ
ト
花
ざ
か
り

黒
田　

如
水

色
づ
い
て　

一
緒
に
風
呂
は
嫌
て
言
う

川
上　

火
男

明
く
る
朝　

楽
し
み
に
待
つ
ウ
ナ
ギ
て
ぼ

江
藤　

孝
舟

望
み
な
し　

打
て
ば
三
振
守
備
は
ミ
ス

木
村　

圭
吾

異
常
気
象　

化
学
と
人
と
鬼
ご
っ
こ

藤
本　

明
子

藤
本
白
扇
選

楽
し
み　

脱
サ
ラ
さ
せ
た
登
り
窯立

山　

連
峰

年
の
功　

日
々
の
暮
ら
し
に
生
か
す
知
恵

荻　
　

正
好

異
常
気
象　

ノ
ー
ベ
ル
賞
も
打
つ
手
無
し

荒
木　

洋
佑

望
み
な
し　

そ
れ
で
も
止
め
ん
肥
後
狂
句

田
代　

楽
城

色
づ
い
て　

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
秋
景
色

稗
田　
　

恵

山
鹿
俳
句
会　

十
一
月
例
会

利
光
釈
郎
選

傘
寿
過
ぎ
菊
展
楽
し
む
二
人
か
な　
　
　
　

児
玉　

徳
夫

夫
逝
く
や
黄
泉
の
旅
路
の
稻
明
り　
　
　
　

大
林　

信
子

秋
の
日
を
に
ぎ
り
込
み
た
る
む
す
び
か
な　

本
田　

孝
子

銀
河
俳
句
会

穭ひ
つ
じ
だ田
に
日
暮
れ
鴉
の
群
て
来
る　
　
　
　
　

酒
井　

睦
美

実
南
天
鳥
来
て
数あ

ま

た多
零こ

ぼ

れ
を
り　
　
　
　

内
古
閑
ひ
と
み

枯
葉
弾
く
窓
辺
に
木
の
葉
舞
い
落
ち
る　
　

飯
川　

貞
子

新
人
俳
句
講
座

木
村
圭
吾
選

掃
か
ず
置
く
枯
れ
落
葉
に
も
秋
の
雨　
　
　

田
中　

弘
道

す
す
き
野
の
阿
蘇
路
快
走
七
ッ
星　
　
　
　

松
本　

洋
子

ア
ン
テ
ナ
の
最
頂
上
に
朝
の
鵙　
　
　
　
　

岡
崎
小
貴
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

俵
山
ス
ス
キ
の
衣
ま
と
い
け
り　
　
　
　
　

大
薗
美
奈
子

阿
蘇
の
山
風
に
お
辞
儀
の
芒
か
な　
　
　
　

梶
山　

純
子

放
課
後
に
揺
れ
る
ス
ス
キ
と
人
を
待
つ　
　

池
田　

亜
美

鹿
本
町
俳
句
教
室　

十
一
月
例
会

利
光
釈
朗
選

酔
い
覚
め
て
妻
亡
き
閨
の
寒
さ
か
な　
　
　

渡
辺　
　

久

吊
り
橋
の
揺
れ
て
紅
葉
の
迫
り
く
る　
　
　

藤
永　

郁
代

障
子
閉
め
何
か
決
ま
り
し
手
㐅
か
な　
　
　

坂
田　

昭
代

菊
鹿
短
歌
会　

十
一
月
作
品

鈴
な
り
の
柿
の
実
日
ご
と
に
色
づ
け
り
食た

う

ぶ
る
子
ら
も
な
く
て
淋
し
き　
　

中
原　

英
子

虫
の
音
も
いつ
し
か
途
絶
え
暮
れ
は
や
き
空
を
鴉
の
鳴
き
つ
つ
渡
る　
　
　
　

 

富
田　
龍
子

鵯
は
黐も

ち

の
朱
実
を
啄
み
て
今
朝
は
四
・
五
羽
の
な
か
ま
連
れ
来
る　
　
　
　

長
野　

節
子

鹿
央
短
歌
会　

十
一
月
作
品

鶏
頭
は
火
の
燃
ゆ
る
が
に
家
垣
に
並
び
咲
き
を
り
秋
深
み
ゆ
く　
　
　
　

  

東　
よ
り
子

朝
露
に
濡
れ
て
く
っ
き
り
蜘
蛛
の
糸
木
々
の
間
に
姿
現
わ
す　
　
　
　
　
　

江
藤
美
知
子

三
千
余
の
石
段
頂
上
見
え
く
れ
ば
四
つ
ん
這
ひ
し
て
登
り
遂
げ
た
り　
　
　
立
山　
〆
子

鹿
本
短
歌
会　

十
一
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

思
い
出
に
た
っ
ぷ
り
満
ち
し
品
な
が
め
断
捨
離
で
き
ず
今
日
も
遅
々
た
り　

 

荒
尾
智
恵
子

植
ゑ
終
へし
レ
タ
ス
の
苗
は
雨
に
濡
れ
緑
の
花
の
如
く
に
並
ぶ　
　
　
　
　

  

中
山　

秀
子

ひ
と
り
去
り
ま
た
ひ
と
り
去
る
こ
の
町
に
あ
っ
け
ら
か
ん
と
初
日
が
昇
る　

 

北
島　
た
き

石
人
短
歌
会　

十
一
月
例
会

富
田
豊
子
選

許
さ
ざ
る
思
ひ
が
胸
を
た
ぎ
る
と
き
杉
の
木
立
の
光
鋭
し　
　
　
　
　
　

  

皆
本　

幸
子

空
ひ
ろ
く
白
雲
よ
こ
に
流
れ
ゆ
く
幡ほ

ろ

ろ

げ

ん

や

呂
原
野
に
蝦え

ぞ

し

か

夷
鹿
ぞ
な
く　
　
　
　

  

堀
田　

恵
美

窓
を
打
つ
雨
の
雫
は
我
が
涙
夫
逝
き
て
よ
り
老
い
は
寂
し
き　
　
　
　
　
　

上
妻
千
佐
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

十
二
月
例
会

刈
草
の
終
り
し
岡
に
女
郎
花
一
株
の
こ
す
阿
蘇
の
里
人　
　
　
　
　
　
　
　

関　

ケ
イ
子

紅
葉
を
求
め
て
渓
谷
来
た
れ
ど
も
も
み
じ
葉
早
し
と
我
等
を
返
す　
　
　

  

池
田　

敏
子

稲
刈
り
の
済
み
て一
挙
に
冬
景
色
舞
台
装
置
の
替
る
如
く
に　
　
　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会　

十
二
月
詠
草

コ
ン
バ
イ
ン
を
操
る
農
夫
は
口
結
び
夕
昏
る
る
ま
で
稲
穂
を
刈
れ
り　
　
　

   

渕
上
ヨ
シ
子

く
ち
な
し
の
花
白
く
照
る
真
昼
間
に
愚
痴
多
き
わ
が
暮
ら
し
を
恥
じ
る　
　

 

古
川　
恵
子

楽
寝
し
て
朝
の
光
に
か
ざ
し
見
る
喜
寿
を
む
か
え
し
腕
の
さ
ざ
波　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子
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新着図書ピックアップ《今月は鹿北公民館図書室から》

問い合わせ先
社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
鹿本図書館　　　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北教育分室　　　☎ 32 ｰ 2059
菊鹿教育分室　　　☎ 48 ｰ 3111
鹿央教育分室　　　☎ 36 ｰ 2183

蔵書場所の省略表記
中央公民館図書室　【中央】　鹿本図書館　　　　【鹿本】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【鹿本】
【鹿北】

【中央】
【鹿本】
【鹿北】

【中央】
【鹿本】
【鹿北】

あなたの人生、片づけます 
垣谷　美雨 / 著　双葉社

　「部屋を片づけられない人間は、心
に問題がある」と考えている片づけ
屋・大庭十萬里は、彼らの片づけら
れない原因を探りながら手助けをし
ていく。気持ちスッキリ片づけ小説。

　宝島社『このミステリーがすごい！』
大賞シリーズ。大学に勤務する香坂は、
先輩・佐倉の一人娘の真奈佳に亡く
なった妹の面影を重ねて可愛がってい
た。ある日、真奈佳が行方不明になり、
誘拐を知らせる電話が ･･。

二重螺旋の誘拐
喜多　喜久／著　宝島社

がんばれ！ルルロロあわあわおばけ
あいはら　ひろゆき/ 著　角川書店

　ふたごの女の子、ルルとロロの今
日のお仕事は、おうちのおふろを
ぴっかぴかにすること。ところが、
泡のおばけが現れて ･･･。「くまの
がっこう」から生まれたテレビアニ
メの原作絵本。

催しスケジュール
中央公民館和室
・おはなし会
　日時▷１月22日㈬　午後３時から
鹿本図書館（ひだまり改装工事期間中は、
中央公民館１階ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾙｰﾑで実施します）
・おはなし会
　日時▷�１月４日㈯・１１日㈯・１８日㈯

25日㈯   　　　　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷�１月７日㈫・14 日㈫・21 日㈫

28日㈫　 　　 　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷�１月７日㈫・14 日㈫・21 日㈫

28日㈫ 　　 午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室（移転先）
　▷１月１日㈬・２日㈭・３日㈮・27日㈪
鹿本図書館
　▷１月１日㈬・２日㈭・３日㈮・６日㈪
　　   14日㈫・20日㈪・27日㈪・31日㈮
鹿北公民館図書室
　▷１月１日㈬・２日㈭・３日㈮
菊鹿公民館図書室
　▷１月１日㈬・２日㈭・３日㈮
鹿央公民館図書室
　▷１月１日㈬・２日㈭・３日㈮

『やまが肝いりどん』通信
婚活中の皆さまへのアドバイス（第３回）
　今回は、お見合い経験を自身の恋愛に生かしている女性
と、もう少し頑張ってほしい男性についてお話します。
　Ａさんは人柄もよくチャーミングな女性です。すこしぽっ
ちゃり体型、恋愛経験もなく男性との会話が苦手でした。６
回ほど見合いをしましたが、なかなか交際に発展しません。
　しかし、彼女はお見合いごとに努力しました。髪型を変え
たり、１０㎏のダイエットに成功したり。そのうち、男性と２人で
会うことや会話にも慣れました。すると、先日、自らお相手を
見つけて順調に交際が始まったと、うれしい報告がありまし
た。自分を磨き続けたからこその結果。実は、このような女性
は他にも多いのです。
　反対に頑張ってほしいのは男性。見合いをしても相手の
女性をうまく誘えません。この『自ら女性を誘う』ということ
ができないため、いい人なのに交際まで発展しない。一方、
結婚したり彼女ができる人は圧倒的に『自ら女性を誘う』と
いうことを実践しています。

　うまく誘えない人はいろんなことに慣れるべき。とにかく、
ちょっといいなと思ったぐらいで誘ってみることがポイント。
特にかまえなくていいのです。そのくらい気軽に女性を誘え
るようになりましょう。あっという間にモテるようになります。注
意すべきは、考えすぎたり、断られることを怖がらないこと。軽
く誘えば、断られても『軽く誘っただけだから』と傷つかなく
てすみます。
　普段から、女性と一緒に飲んだりしゃべったりする回数を
増やせば、女性と親密になるチャンスも増えると同時に、女
性の扱いも上手くなるトレーニングにもなるので、自分からど
んどん誘ってみるべし。誘う回数を増やすだけで人生は変
わります。
肝いりどんについての問い合わせ先

…企画課　☎４３－１１１４

登録者　男性：７５人　女性：４６人
交際中　６組　　　　成婚　３組
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熊
本
城
の
建
築

用
材
が
現
在
の
鹿

北
町
多
久
の
茂
田

井
国
有
林
か
ら
搬

出
さ
れ
た
と
い
う
話

を
聞
き
ま
し
た
。熊

本
城
の
宇
土
櫓
の

梁
に
証
拠
の
書
付
が
あ
る
と
の
情
報
を
得
た
の
で
、昨
年
二
月
、

山
鹿
市
文
化
財
協
力
員
の
中
満
晨
子
さ
ん
と
現
地
を
確
か
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。宇
土
櫓
の
内
部
を
く
ま
な
く
探
し
て
み
る
と

三
階
の
梁
の
丸
材
に
「
茂
田
井
斫し

ゃ
く

伐ば
つ

所
（「
斫
」は
削
る
と
い
う

意
味
）」と
書
か
れ
た
文
字
を
確
認
で
き
ま
し
た
。四
百
年
前
に
山

鹿
市
か
ら
運
ば
れ
た
木
材
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思
う
と
感
無
量
で

し
た
。

　
か
つ
て
茂
田
井
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
は「
人
力
で
引
く「
そ
り
」

で
あ
る
「
木
ン
馬
（
木
馬
）」に
乗
せ
て
菊
鹿
町
の
矢
谷
へ
と
引
き

出
さ
れ
て
い
た
」と
地
元
の
方
か
ら
聞
い
た
た
め
、昨
年
六
月
に
鹿

北
町
在
住
の
大
渕
実
夫
さ
ん
に
案
内
を
お
願
い
し
、木
材
を
引
き

出
し
て
い
た
「
木
ン
馬
路
」跡
探
し
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、茂
田
井
地
区
か
ら
番
所
地
区
へ
と
越
え
る
峠
に
登
っ
て

痕
跡
を
探
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。峠
か
ら
矢
谷
方
面
を
見
渡
す
と

急
な
斜
面
に
幅
一・
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
段
が
横
に
三
十
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
あ
っ
て
迫さ

こ

（
小
さ
な
谷
）で
途
切
れ
て
い
ま
す
。

　

木
ン
馬
路
の
痕
跡
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、断
定
す
る
に
は
同

様
の
段
が
鹿
北
側
の
国
有
林
の
中
に
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
か

連載第 99 回

四
百
年
前
の
木き

ん

ま

み

ち

ン
馬
路

（
鹿
北
町
多
久
）

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
料
金
請
求
に
ご
注
意
!!

◇
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
料
金
請
求
？

　
最
近
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
サ
イ
ト
を

閲
覧
し
て
い
た
ら
、
年
齢
認
証
を
求
め
ら
れ
ク
リ
ッ

ク
し
た
と
こ
ろ
、
一
方
的
に
会
員
登
録
に
な
り
、
高

額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
契
約
自
体
が

無
効
で
、
不
当
な
請
求
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　
恐
怖
心
を
煽あ

お

る
た
め
に
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
携

帯
電
話
の
識
別
番
号
等
を
表
示
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
が
、個
人
情
報
は
相
手
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

�

相
手
業
者
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
個
人
情

報
を
知
ら
れ
て
悪
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

●　

�

請
求
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
実
際
に
利
用
し
た

覚
え
が
あ
る
か
ど
う
か
、
契
約
が
有
効
か
ど
う
か

を
冷
静
に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

請
求
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
い
場

合
に
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
課
内
）

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
国
有

林
の
ヤ
ブ
の
中
を
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
進
む
と
、段
ら
し
き
所
に
出
ま
し

た
。ま
た
、さ
ら
に
進
む
と
小こ

ぞ

ね峰
（
小

さ
な
峰
）を
掘
り
切
っ
た
所
が
あ
り
次

の
迫
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。迫
と
小
峰

の
繰
り
返
し
で
す
。振
り
返
る
と
目
線

の
下
の
方
に
峠
が
見
え
ま
し
た
。

　

人
力
で
引
く
「
木
ン
馬
」の
こ
と
で

す
か
ら
、適
当
な
下
り
勾
配
で
作
ら

れ
た
こ
の
道
が
「
木
ン
馬
路
」跡
で
あ

る
こ
と
は
確
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国
有
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国見山国見山
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１１

山　鹿
　山　鹿　野口與四郎さん (92)　楠元キヌエさん (86)
　　　　　大久保憲美さん (63)
　米　田　内賀嶋カツヨさん (105)　有働　健司さん (54)
　八　幡　鹿子木チヨノさん (99)　神原　友吉さん (88)
　平小城　松岡　昭裁さん (86)
　三　玉　木庭ヨツエさん (99)　鹿瀬島マサヲさん (90)
　　　　　池田久美子さん (89)　吉里チヨメさん (90)
　大　道　一法師節子さん (81)　大神ヨシノさん (85)
　　　　　緒方　和子さん (62)
鹿　北
　岩　野　野中　幸枝さん (76)　鬼塚ミツヱさん (92)
　岳　間　堀江ツヤ子さん (88)
　広　見　虎口キミヱさん (98)

菊　鹿
　内　田　河津　正之さん (95)　志水　公文さん (87)
　六　郷　木庭　光浩さん (39)　古閑　酉彦さん (94)
　　　　　佐藤　知子さん (89)
　城　北　坂本ミヨシさん (99)　吉里　　浩さん (53)
鹿　本
　来　民　小塩紀美代さん (77)　奧村　豊章さん (80)
　　　　　森　　榮子さん (73)
　稲　田　緒方　恒久さん (101)
　中　富　福島　英夫さん (63)　小材　義夫さん (96)
鹿　央
　千　田　竹田　隆幸さん (73)　中山　　進さん (83)
　　　　　野内　敏人さん (89)
　米野岳　木原　信二さん (65)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿

　山　鹿　橋本　千
ち か げ

影さん　渡辺　柚
ゆ ず き

妃さん
　　　　　古賀　柚

ゆ ず は

羽さん　大城戸颯
そ う

空さん
　　　　　荒井　結

ゆ い か

海さん　新堀　薫
か お る こ

子さん
　　　　　阿蘇品恵

え み

美さん　阿蘇品大
だ い き

輝さん
　八　幡　椿原　大

ひ ろ と

翔さん　平木　希
ま み

実さん
　平小城　井島　優

ゆ う き

貴さん　柴田　海
か い と

翔さん
　三　玉　上妻　奏

そ う た

太さん　石川　颯
は や と

人さん
　　　　　横田　湊

そ う き

希さん　井上　　蓮
れ ん

さん
　　　　　森川莉

り の あ

望愛さん　中嶋　莉
り な

菜さん
　大　道　増岡　志

し ほ

保さん　村上　愛
ま な か

夏さん
　　　　　柿本　彩

あ や ね

音さん　境　　美
み れ い

玲さん
　　　　　飯川　藍

あ い と

斗さん

※11月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載希望者分を掲載しています

鹿　北

　岩　野　野中　理
り こ

瑚さん
　広　見　龍川　諭

さ と り

利さん
鹿　本

　来　民　田中凛
り あ と

愛斗さん　福田　惟
ゆ い か

華さん
　　　　　境　沙

さ ゆ き

優希さん　杉本　三
み か ん

栞さん
　　　　　本田　詩

し お り

織さん　松山　鼓
こ お

生さん
　稲　田　押川　蒼

あ お い

祈さん　有尾　志
し ま

真さん
　中　富　仲島　悠

ゆ う や

矢さん
鹿　央

　千　田　岡口欧
う た の す け

ノ介さん
　山　内　荒木　　楓

かえで

さん

山　鹿

　山　鹿　末継　　章さん♥濵元　久美さん
　八　幡　有働　大将さん♥若杉　　恵さん
　三　岳　岩田　浩幸さん♥杉野布美子さん
　三　玉　髙森　　徹さん♥中口　慶子さん
　　　　　緒方　宏樹さん♥有働　千春さん
　大　道　髙本　健介さん♥藤﨑江里子さん
　　　　　阿部　真也さん♥井上　琴美さん

鹿　本

　中　富　立山　大貴さん♥岡本　亜紀さん
鹿　央

　米野岳　栗原三喜也さん♥堤　　ゆかさん

問い合わせ先…市民課　☎４３−１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 2635　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455
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旬のたべものは　おいしくって栄養いっぱい！

野菜入りカップケーキ
材料（カップ約 20個分）
ホットケーキミックス　200 ｇ
牛乳　　　　　　　　　150 ｇ
卵　　　　　　　　　　１個
粉チーズ　　　　　　　15ｇ
玉ねぎ　　　　　　　　1/4 個
人参　　　　　　　　　1/3 個
パセリ　　　　　　　　１本
コーン　　　　　　　　1/2 個
バター　　　　　　　　10ｇ
スキムミルク　　　　　15ｇ

　11 月 26 日、生徒会役員選挙が行われ（当日開票）、
生徒会の新役員が決定しました。さらに、１月には各
委員会の委員長も決定する予定で、新体制による生徒
会活動がスタートします。新会長に選出された佐野木
くんは、「生徒全員が明るくあいさつし、みんなの笑
顔がいつもあふれているような学校にしたい」と抱負
を述べています。生徒全員が希望を胸に抱き、未来に
向かって光り輝く学校を目指し、生徒・教師・保護者
で頑張っていきます。地域の皆さんには、より一層、
温かいご支援をよろしくお願いします。

　また、12 月７日には、恒例のマラソン大会・駅伝
大会が装飾古墳館周辺（双子塚古墳）を会場に行われ
ました。たくさんの保護者や地域の皆さんの声援を受
けて、全力疾走している生徒たちの姿に、米野岳中学
校そして米野岳中校区（地域）の明るい未来を感じる
ことができました。

我れ　当
ま さ

に　我が為すべきことを行う
我れ　総

す べ

てに克
か

つ
米野岳中学校

マラソン大会・駅伝大会で全力疾走する生徒たち

お知らせ
鹿央子育て支援セン
ターは、２月から「ふ
れあい塾」から「鹿
央町多目的研修セン
ター」に移転します。

◦米野岳中学校データ◦　船津巧校長　生徒数 140 人

演説を直前に控え緊張して出番を待つ候補者たち

作り方
①�ホットケーキミックスと粉チーズ、スキムミルクを
混ぜる。
②�バターで玉ねぎのみじん切りを透き通るまで炒
めて人参、コーン、パセリを順に入れ炒める。
③①に、牛乳、卵、炒めた野菜を入れて混ぜる。
④カップに入れて80℃のオーブンで 10分焼く。
⑤串でさして、何もついてこなければ出来上がり。

　いも類やだいこん、れんこん、ごぼうなど、土の中で栄養をたっぷり吸収して成長した根野菜は、食物繊維が
豊富に含まれていて、おなかの調子を整えたり、便秘の改善に効果的です。鶏肉とあわせて筑前煮などにして
食べるとよいでしょう。また、あくの強いほうれん草は、離乳食の時から食べ慣れさせておくことが野菜嫌いにな
らない秘

ひ け つ

訣だそうですよ。（ほうれん草の調理の仕方は、栄養士、子育て支援センターにお尋ねください）
　今月号では野菜嫌いな子どものためにママが教えてくれた「野菜入りカップケーキ」の作り方を紹介します。
簡単にできてヘルシーなおやつ、野菜嫌いの子どもにも好評でした。ぜひ一度作ってみませんか。
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園と地域の特徴を生かして
平小城保育園☎ 43− 6084

　平小城保育園には、アスレチッ
ク広場があり子どもたちが自由に
遊べます。
　「先生方と協働します」から始
まった、「アスレチック広場改造計
画」。「できない」ではなく、どのよ

うにしたらできるのか、知恵を絞りました。誰もが参加でき、容
易に、個性的に、そして楽しめるようなことを考えた結果が、

「トールペイントで広場の一部の柵を飾ろう」でした。
　まず、三色のアクリル絵の具と筆、飾り板を各家庭に配
布し、好きな絵を描いてもらい回収。園で保存できるよう
加工し、参加できる人で柵を作り上げるという行程でした。
配布から完成まで 1 カ月もかかりませんでした。
　個性的な絵が約70 枚も集まり、園児、保護者、先生方と

「あーでも、こーでもない」、「あがん、こがんしよう」と和気あい
あいの雰囲気のなか、短時間で作成することができ、楽しく
平小城保育園のまとまりを感じ
る時間が過ごせました。
　今後、子どもたちの広場で
遊ぶ姿やアスレチック広場で
の思い出が残ることを思うと楽
しみです。　保護者会長　迎田昌幸

　山内小学校は、米やサツマイモ、野菜の栽培、がた
リンピック、花いっぱい運動、ボランティア活動、宿
泊体験、老人会との交流など、四季折々にさまざまな
体験活動を設け、豊かな心を育んでいます。

「宿泊体験活動」
　１年生～３年生は、路線
バスや電車を乗り継ぎ、阿
蘇での１泊２日の体験活動
を行いました。親元を離れ
ての宿泊、牛の乳搾りやバ
ター作り、リンゴ狩りなど
を体験し、生命や自立、マナーやきまりを守ることの
大切さを学びました。

　４年生～６年生は、御所浦で民
泊体験を行いました。伝馬船こぎ
や船釣り、魚さばき、民泊先の皆
さんとの交流を通し、自然への畏
敬の念、美しいものに感動する心、
みんなで協力すること、自分の役

割や責任を果たすことの大切さなどを実際の生活の中
で学びました。
　体験したことは、作文や新聞等にまとめ、地域に発
信していきます。

「老人会との交流（ハートフルデー）」
　校区の老人会の皆さん
に、縄ない、竹とんぼ、お
手玉作りなどを教えてもらい
ました。色とりどりの千代紙
を幾重にも重ねて傘を作っ
た子ども、作った竹とんぼ
が舞い上がらず、床で回転してしまった子ども、ナイフを上
手に使って、家族分の竹箸を作った子ども、初めて藁打
ち体験をし、その藁を使って縄をなった子ども・・・・、
いろんな活動を楽しみました。活動後は給食を一緒に食
べながら交流をしました。教えていただいたお年寄りに感
謝したり、技術のすばらしさに驚く体験ができました。
　今後もさまざまな体験活動を通して、「夢を持ち、明るく
元気な山内の子ども」を育成していきます。

豊かな心を育む体験活動いっぱいの山内小山内小学校

遊びに来てください
大道保育園☎ 46− 2328

　大道保育園のまわり
には、自然がいっぱい。
毎日こどもたちは、保
育園を飛び出し、菊池
川の土手で草スキー、
トトロの橋を渡りくぬ
ぎ林でかくれんぼ、サ
イクリングロードでマ
ラソンなど遊びには事欠きません。
　保育園に帰ると、ランチルームの薪

ま き

ストーブの火が、
やんわりと子どもたちの体を暖めます。子どもたちは
ストーブの前で本を読んだり、カルタ取りをしたりし
ながら暖を取ります。もちろん、お芋を焼いたりもし
ます。

　また、園庭には
３本の大きなクス
ノキがそびえ、も
うすぐそこにツリ
ーハウスが完成す
る予定です。ぜひ
遊びにお越しくだ
さい。

◦山内小学校データ◦　船津龍雄校長　児童数 53人



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、24年5月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

12 13 14 15 16 17 18
３・４か月児健診
（25年 9月生）
（三玉・菊鹿・鹿本）
13:30 〜 13:45 受付
７・８か月児健診
（25年 5月生）
（三玉・菊鹿・鹿本）
13:15 〜 13:30 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

３歳児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、22年9月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

19 20 21 22 23 24 25
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
〔山鹿（三玉を除く）・鹿
北・鹿央、25年 9月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
〔大道・三玉・菊鹿・鹿本、
24年 5月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

３歳児健診
〔大道・三玉・菊鹿・鹿本、
22年 9月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

26 27 28 29 30 31
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

７・８か月児健診
〔山鹿 (三玉を除く)・鹿
北・鹿央、25年 5月生〕
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館
【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ ンターひだまり

１健康カレンダー
月

　冬季に流行しやすいノロウイルスによる感染性胃腸炎
を予防するために、次の予防対策を行いましょう。
＊�食事の前やトイレのあとなどに必ず手を洗いましょう
＊�加熱が必要な食品は中心部までしっかりと加熱しま
しょう。調理器具なども清潔に保ちましょう。
＊感染者の排

はい せ つ

泄物の処理はきちんと行いましょう。
＊�体の抵抗力を高めるために、十分な睡眠とバランスの
とれた栄養摂取を日ごろから心掛け、自分の健康管理
と周りの人への心遣いで、感染症を予防しましょう。
　インフルエンザの予防については広報やまが 12 月
号をご覧ください。
※�詳しい情報は、厚生労働省ホームページ「ノロウイルスに
関するＱ＆Ａ」「インフルエンザＱ＆Ａ」をご覧ください。

冬季に流行する感染症を予防しましょう

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦妊娠証明書◦印鑑◦上のお子さんの母子健康手帳
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い場合は、相

談に応じますのでご連絡ください。

乳幼児健診の対象のお子さんに
は個別通知を出しています。届い
ていない場合は、健康増進課へ連
絡してください。

　19 歳以上の人がいる全世帯へ郵送します。健診を希
望しない人も、必ず記入して返信をお願いします。
　平成 24 年度から集団健診で、山鹿市国民健康保険加
入者を対象とした「特定健診（集団）」と「各種がん検診」
が同じ日に受けられます。
　年に１度、自分の健康状態を確認し、生活習慣を見直
すチャンスです！この機会にぜひ受診しましょう。

※�平成 25 年度の健診の結果、異常があるなどの連絡を
受けた人は、医療機関などで精密検査を受けました
か？紹介状を手元に持ったままの人は、早めに受診し
ましょう。

平成 26年度山鹿市各種健診希望調査票を
郵送します

● 成人の日

● 元日
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山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
５

山鹿市民医療センター
副院長（産婦人科）

福島　泰斗

元気の
お手伝い

Vol.57

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の
今
後

度
異
形
成
）
Ｃ
Ｉ
Ｎ
２
（
中
等
度
異

形
成
）
そ
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
（
高
度
異

形
成
～
○
期
の
が
ん
）
を
細
胞
診
の

形
か
ら
明
ら
か
に
し
や
す
い
の
で
す
。

　

ま
た
、子
宮
頸
が
ん
の
病
因
で
あ

る
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
ィ
ル
ス
、特
に
16
型
18
型
）検

査
を
細
胞
診
と
併
用
す
る
試
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。ド
イ
ツ
・
イ
タ

リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
の
３
カ
国
で
は
、

Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
以
上
の
病
変
が
約
50
％

減
少
す
る
と
い
う
試
験
結
果
も
出

て
い
ま
す
。性
交
渉
の
時
代
的
変
化

に
よ
っ
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
に
さ
ら

さ
れ
や
す
い
若
年
世
代
は
、特
に
初

期
が
ん
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
を
含
む
）の
発

見
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
持
続
感
染
か
ら
子
宮
頸

が
ん
に
進
行
す
る
ま
で
数
年
か
ら

10
数
年
を
要
し
ま
す
。

　

20
歳
か
ら
の
定
期
的
な
検
診
で

が
ん
の
早
期
発
見
が
必
要
で
す
。

　

20
代
、30
代
女
性
の
子
宮
頸
が
ん

が
増
加
し
て
い
ま
す
。子
宮
頸
が
ん
検

診
が
導
入
さ
れ
た
の
は
１
９
８
２
年

で
す
が
我
国
に
お
け
る
受
診
率
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

22
カ
国
中
最
低
の
23
．７
％
で
す
。

い
っ
ぽ
う
欧
米
で
は
80
％
を
こ
え
る

高
い
検
診
率
を
示
し
て
い
ま
す
。厚
生

労
働
省
の
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

で
は
２
０
１
６
年
ま
で
に
50
％
以
上

に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

細
胞
診
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
テ
ス
ト
と
い
わ

れ
て
い
た
従
来
の
5
段
階
分
類
か
ら

国
際
標
準
の
ベ
セ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
に
替

わ
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
進
行
が
ん

（
浸
潤
が
ん
）の
発
見
に
向
い
て
い
て
、

死
亡
率
低
下
に
効
果
的
で
し
た
が

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
妊
娠
世
代

の
子
宮
頸
が
ん
羅
患
率
が
上
昇
傾
向

に
あ
り
、初
期
が
ん
（
上
皮
内
が
ん
）

を
含
む
と
年
間
約
２
万
人
が
羅
患

し
、
２
０
１
１
年
に
は
２
７
３
７
人

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
べ
セ
ス
ダ
シ
ス

テ
ム
は
子
宮
頚
部
の
前
が
ん
状
態
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
Ｎ
１
（
軽

献血にご協力ください
【献血日】１月９日㈭
◦ Mr.Max 山鹿店
　受付時間　  9：30 ～ 11：30、12：30 〜 16：00
【献血日】１月 22 日㈬
◦山鹿警察署
　受付時間　  9：30 ～ 12：00
◦山鹿市民医療センター
　受付時間　13：30 〜 15：30

１．アルコールを取りすぎると？
①�アルコールは多量に飲むと、胃や食道の動きを抑え、む
ねやけ、胃もたれ、胃痛を起こすことがあります。
②�アルコールは肝臓で処理しますが、純アルコール20g（ビー
ル中びん 1 本（500ml））で、3 ～ 4 時間かかります。
純アルコール60gが１日の処理の限界で、これ以上の飲
酒は肝細胞が休む時間がなくなるので、肝臓を傷めること
になります。
③�アルコールのエネルギーは１g当たり7kcalと高エネルギー
です。飲みすぎて余ったエネルギーは脂肪に変わり、肥
満につながります。

年末年始の暴飲暴食に注意しましょう
２．食べ過ぎると？
①�胃は伸縮性がありますが、食べ過ぎて胃壁が極端に引き
伸ばされると、胃壁の筋力が低下し、消化のための運動
機能が低下します。
②「頑張って消化しよう」と胃酸が大量に分泌され、胃の
　粘膜を荒らします。
③�塩辛いものをたくさん食べた場合、浸透圧の関係で胃の
粘膜の中の水分が吸いだされ、粘膜の細胞が傷つけられ
ることが多いです。

＜はたちの献血キャンペーン＞
◆キャンペーン期間◆１月１日㈷～２月 28日㈮
　冬季は体調を崩す人が多く、献血者が減少しがちで
す。この時期に安全な血液を安定的に確保するため、
新たに成人を迎える「はたち」の若者を中心に、献血
に関する理解と協力を呼びかける「はたちの献血キャ
ンペーン」を実施します。患者さんが安心して輸血を
受けられるよう、400ml 献血・成分献血への継続的な
ご協力をお願いします。

1 日のアルコール摂取の適量は純アルコール量 20g 程度
【純アルコール 20g の目安】
ビール中びん１本（500ml）＝ 20g
日本酒１合（190ml）＝ 20g
焼酎 0.6 合（約 110ml）＝ 20g
ワインボトル 1/4 本（約 180ml）＝ 20g
ウイスキーダブル１杯（約 60ml）＝ 20g

ご飯に換算すると茶
碗１杯分（100g 程
度）の量

年末年始の時期
は、食べすぎ飲み
すぎに注意して楽し
みましょう！
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入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）
11/5 方保田地区揚水施設設置工事 方保田地内 ㈲小田ボウリング 17,010,000
11/5 小栗郷改修建築工事 鹿北町岩野地内 ㈱福山空間建設研究所 33,388,950
11/5 小栗郷改修電気設備工事 鹿北町岩野地内 富田電工㈱ 14,127,750
11/5 小栗郷改修機械設備工事 鹿北町岩野地内 ㈱インセンティブ 11,182,500
11/5 下内田池永線舗装工事その１ 菊鹿町下内田地内 ㈲藤掛建設 39,795,000
11/5 下内田池永線舗装工事その２ 菊鹿町下内田地内 ㈱高喜工業 23,467,500
11/5 杉方保田線舗装工事その１ 名塚地内 ㈱フチガミ 26,512,500
11/5 杉方保田線舗装工事その２ 久原地内 ㈲山榮開発 17,850,000
11/5 杉方保田線舗装工事その３ 古閑地内 花昭建設㈱ 40,425,000
11/5 中御宇田線舗装工事その１ 中地内 ㈱皆本建設 35,490,000
11/5 中御宇田線舗装工事その２ 古閑地内 ㈲とみた工業 24,517,500
11/5 芋生線道路改良工事 鹿北町芋生地内 ㈲虎口建設 15,246,000
11/19 池永地区平田堰改修工事 菊鹿町池永地内 ㈲九憲土木 14,679,000
11/19 公用車駐車場整備工事 山鹿地内 ㈱皆本建設 22,365,000
11/19 公用車駐車場車庫棟建築工事 山鹿地内 ㈱牧野組 10,080,000
11/19 公用車駐車場資材倉庫等建築工事 山鹿地内 ㈲井上組 8,820,000

入札結果の報告（11月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）問総務課監理検査室　☎ 43 ‐ 1118

　

平
成
26
年
度
に
行
う
建
設
工
事
な
ど
の
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
の
申
請
書
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

◦�

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
～
２
月
28
日
㈮

◦�

受
付
場
所　

総
務
課
監
理
検
査
室

◦�

提
出
書
類　

Ａ
４
版
の
フ
ァ
イ
ル
（
焼
却

で
き
る
も
の
、
表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に
商

号
ま
た
は
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　

�

①
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　

②
工
事
経
歴
書
・
委
託
経
歴
書

　

③
営
業
所
一
覧
表

　

�

④
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

　

�

⑤
業
態
調
書

　

⑥�

建
設
業
許
可
証
明
書
（
写
し
）測
量
・

設
計
・コ
ン
サ
ル
登
録
証
（
写
し
）

　

⑦�

商
業
登
録
簿
謄
本
（
法
人
）（
写
し
可
）

ま
た
は
身
分
証
明
書（
個
人
）（
写
し
可
）

　

⑧
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）（
写
し
可)

　

⑨
印
鑑
証
明
書
（
写
し
可
）

　

⑩
使
用
印
鑑
届　

⑪
技
術
職
員
名
簿

　

⑫
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表
（
任
意
様
式
）

　

⑬
建
退
共
加
入
・
履
行
証
明
書
（
写
し
可
）

　

⑭
労
働
保
険
料
納
付
証
明
書
（
写
し
可
）

　

⑮
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書（
写
し
可
）

　

⑯
委
任
す
る
場
合
委
任
状

　

⑰
暴
力
団
関
係
で
な
い
旨
の
誓
約
書

　

⑱
役
員
及
び
株
主
（
出
資
者
）調
書

　

Ⓐ
入
札
参
加
を
希
望
す
る
業
種
調
書

　

Ⓑ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
書

　

Ⓒ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を
証
明
す
る
書
類
（
写
し
）

　

Ⓓ
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
を
証
す
る
書
類

　
　
（
写
し
） 建

設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
追
加
受
け
付
け

　

物
品
の
購
入
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
か

ら
納
入
希
望
業
者
の
登
録
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
・
26
年
度
に
、
山
鹿
市
役
所
お
よ

び
小
・
中
学
校
な
ど
の
市
役
所
関
係
機
関
へ
、

事
務
用
品
、
家
具
、
機
械
器
具
、
日
用
品
、

教
育
用
品
、
医
療
薬
品
類
な
ど
の
物
品
の
納

入
を
希
望
す
る
人
は
、
登
録
が
必
要
で
す
の

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
追
加
受
け
付
け
で
す
の
で
受
付
日

か
ら
平
成
27
年
3
月
末
日
ま
で
有
効
で
す
。

◦�

受
付
期
間　

2
月
3
日
㈪
～
28
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦�

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦�

申
請
書
の
提
出
方
法　

山
鹿
市
役
所
３
階

監
理
検
査
室
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い

※�

申
請
書
・
申
請
要
領
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

総
務
課
監
理
検
査
室　

☎
43
‐
１
１
１
８

物
品
納
入
を
希
望
す
る
業
者

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

お知
せら

※�

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て

は
①
～
③
、
⑥
～
⑫
、
⑯
～
⑱
お
よ
び
Ⓑ

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

Ⓒ
Ⓓ
つ
い
て
は
、
山
鹿
市
内
業
者
で
取
得

ま
た
は
登
録
し
て
い
る
業
者
は
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問�

総
務
課
監
理
検
査
室　

☎
43
‐
１
１
１
８

お知
せら
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寒
い
時
期
は
、
水
道
の

凍
結
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
水
道
が
凍
結
す
る
と
、

水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
修
理
に
多
く
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
。
事
前
の
心
が
け
で
凍
結

防
止
が
で
き
ま
す
。

凍
結
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

・
風
当
た
り
の
強
い
屋
外
に
あ
る
水
道
管

・
日
影
に
あ
る
水
道
管

・
む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

凍
結
防
止
の
し
か
た

　

水
道
管
に
布
や
毛
布
な
ど
の
保
温
材
を
巻

き
ま
す
。蛇
口
が
破
損
し
や
す
い
の
で
、し
っ

か
り
と
水
道
管
を
包
ん
で
く
だ
さ
い
。
保
温

材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
保
温
材
の
上
に
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
が
も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

タ
オ
ル
や
布
な
ど
を
水
道
管
に
か
ぶ
せ

て
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な

く
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
か
し
て
く
だ
さ

い
。
水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
、
破

裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

問�

水
道
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
６
１

水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

お知
せら

　

国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
か

ら
と
いっ
て
、
直
ち
に
家
庭
な
ど
で
飼
育
し
て

い
る
鳥
が
感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能
性
の
あ

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
か
ら
鳥
を
守
る
た
め
に

お知
せら

　

民
間
移
譲
を
進
め
て
い
る
山
鹿
市
幸
の
国

健
康
館
「
ゆ
～
か
む
」
は
、
26
年
度
以
降
に

再
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
従

来
ど
お
り
運
営
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問�

健
康
増
進
課　
　
　
　

☎
43
‐
０
０
５
０

山
鹿
市
幸
の
国
健
康
館

「
ゆ
～
か
む
」の
運
営
に
つ
い
て

お知
せら

る
野
鳥
な
ど
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に
小
屋
に

は
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
（
２
cm
角
以
下
）
を

張
り
、
ま
た
餌
や
水
は
小
屋
の
中
に
置
き
、

餌
が
小
屋
の
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

飼
育
し
て
い
る
鳥
は
毎
日
観
察
し
、
世
話
を

し
た
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
連
続
し
て
死

亡
す
る
な
ど
の
異
常
が
あ
れ
ば
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦�

連
絡
先　

①�

家
き
ん
（
鶏
、あ
ひ
る
、う
ず
ら
、き
じ
、だ

ち
ょ
う
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥
）

　

熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
46
‐
２
０
７
５

②
愛
玩
鳥
（
家
き
ん
以
外
）

　

山
鹿
保
健
所　
　
　
　

☎
44
‐
４
１
２
１

③
野
鳥

　

鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課

　

☎
44
‐
２
２
６
５

※�

産
業
別
最
低
賃
金
に
は
適
用
範
囲
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応
し
た
賃
金

の
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
支
援

と
し
て
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
無
料
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た
。

◦�

場
所　

熊
本
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
安
政
町
８
‐

16
村
瀬
海
運
ビ
ル
７
階　

熊
本
県
社
会
保

険
労
務
士
会
内
）

　

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
１
１
２
４

問�

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

お知
せら

地域別最低賃金
熊本県最低賃金 664 円
産業別最低賃金
電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

717 円

自動車・同附属品製
造業、船舶製造・修
理業、舶用機関製造
業

767 円

百貨店、総合スーパー 703 円

　

事
業
場
内
の
最
も
低
い
時
間
給
を
、
４
年

以
内
に
計
画
的
に
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上

げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
賃
金
引
き
上
げ

に
資
す
る
業
務
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

　

就
業
規
則
の
作
成
、
労
働
能
率
の
増
進
に

資
す
る
設
備
・
機
器
の
導
入
、
研
修
な
ど
の

実
施
に
係
る
経
費
の
1/2
（
下
限
５
万
円
、
上

限
１
０
０
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。�

問�

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

中
小
企
業
を
応
援
す
る

業
務
改
善
助
成
金

お知
せら

　

う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た
め
、
熊
本
県
内

全
域
で
う
な
ぎ
を
採
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
、
熊
本
県
内
水
面
漁
業
調
整
規

則
及
び
熊
本
県
漁
業
調
整
規
則
に
基
づ
き
、

年
間
を
通
じ
て
全
長
21
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
う
な
ぎ
は
採
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
21
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
う
な
ぎ
を
採
る
こ
と
が
禁
止
さ

３
月
末
ま
で
う
な
ぎ
を
採
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

お知
せら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
期
間
中
は
全
て
の
う
な

ぎ
を
採
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

禁
止
期
間　

３
月
31
日
㈪
ま
で

◦�

対
象
者　

漁
業
者
、
遊
漁
者
を
は
じ
め
、

全
て
の
人

◦�

禁
止
区
域　

熊
本
県
内
の
海
や
河
川
な
ど

※�

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
庁
水
産
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
６
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ひ
だ
ま
り
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
鹿
本
地

域
の
申
告
会
場
を
鹿
本
体
育
館
に
変
更
し
ま

す
。
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
は
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
申
告
日
程
や
会
場
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
ま
が
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問�

税
務
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
２
０

鹿
本
地
域
の
申
告
会
場
が

変
わ
り
ま
す

お知
せら

　

熊
本
国
税
局
で
は
、
１
月
20
日
㈪
か
ら
３

月
17
日
㈪
ま
で
の
期
間
、「
確
定
申
告
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
所
得
税
、
復

興
特
別
所
得
税
・
消
費
税
、
地
方
消
費
税
・

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
な
ど
に

電
話
で
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電
話
に
か
け
て

い
た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案
内
で
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、「
０
」
番
を
選
択
し
、
用
件
を

お
話
し
く
だ
さ
い
。
申
告
会
場
や
受
付
時
間

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

お
答
え
し
、
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
電
話
を

転
送
し
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問�

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
１

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

は
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
！

お知
せら

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
の
各

年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興

特
別
所
得
税
の
申
告
お
よ
び
納
付
を
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
興
特
別
所
得
税
の

額
は
、
各
年
分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則
と

し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）
に
2.1
％
の

税
率
を
か
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
個

人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ
ら
ま

し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
山
鹿
税
務
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
１

復
興
特
別
所
得
税

お知
せら

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
、
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
山
鹿
税
務
署
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問�

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
１

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
人
の

確
定
申
告

お知
せら

地
域

申
告
会
場

期
間

（
土
日
を
除
く
）

鹿
北

鹿
北
総
合
支
所

１
階

２
月
17
日
㈪
〜

24
日
㈪

菊
鹿

菊
鹿
総
合
支
所

１
階

２
月
25
日
㈫
〜

３
月
５
日
㈬

鹿
本

鹿
本
体
育
館

１
階
会
議
室

３
月
６
日
㈭
〜

17
日
㈪

鹿
央

鹿
央
総
合
支
所

２
階

２
月
17
日
㈪
〜

21
日
㈮

山
鹿

山
鹿
市
総
合

体
育
館
１
階

会
議
室

２
月
24
日
㈪
〜

３
月
17
日
㈪

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦
市
県
民
税
（
第
４
期
）

◦
国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
）

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
７
期
）

◦�

納
期
限　

１
月
31
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　

１
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

　

午
後
５
時
半
〜
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　

１
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所　

税
務
課

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
各
金
融
機
関
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎
43
‐
１
１
４
４

　

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練

は
、
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職
に
結

び
つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。

◦�

募
集
科
・
募
集
人
員　

　

�

機
械
加
工
技
術
科　

15
人

※�

お
お
む
ね
40
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
コ
ー

ス
で
す
。

◦�

募
集
期
間　

１
月
６
日
㈪
～
２
月
３
日
㈪

◦�

訓
練
内
容
説
明
会　

１
月
15
日
㈬

　

午
前
９
時
半
～
午
後
3
時
半

※�

説
明
会
で
は
、当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
全

て
の
科
の
説
明
を
し
ま
す
。

◦�

筆
記
試
験
・
面
接　

２
月
７
日
㈮

◦�

訓
練
期
間　

３
月
５
日
㈬
～
９
月
29
日
㈪

◦�

必
要
経
費　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す

◦�

応
募
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

問�

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾（
開
発
援
助
課
）

☎
０
９
６
８
‐
62
‐
０
１
７
９

公
共
職
業
訓
練

平
成
26
年
３
月
期
生
募
集

募集

　

派
遣
労
働
者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と
い

う
働
き
方
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

１
月
24
日
㈮
午
後
１
時
半
〜
４
時

◦�

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

◦�

内
容　

説
明
会
（
労
働
者
派
遣
法
と
労
働

者
派
遣
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
労
働
基
準

関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト
）・
相
談
会
（
労

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

お知
せら

働
者
派
遣
に
関
す
る
こ
と
、
労
働
基
準
法

に
関
す
る
こ
と
、
正
社
員
へ
の
就
職
な
ど

の
相
談
）

◦�

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

問�

熊
本
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

　

☎
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
３
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
　

☎
24
‐
８
６
０
９
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【
社
会
教
育
課
】

「
図
書
館
司
書
職
員
」

◦�

職
務
内
容　

書
籍
の
貸
出
等
事
務
お
よ
び

図
書
室
内
配
架
・
整
理
な
ど

◦�

勤
務
場
所　

新
図
書
館
、
鹿
本
図
書
館

「
移
動
図
書
館
車
運
転
手
」

◦�

職
務
内
容　

移
動
図
書
館
車
運
転
お
よ
び

図
書
車
内
配
架
・
整
理
な
ど

◦�
勤
務
場
所　

鹿
本
図
書
館

「�

社
会
教
育
指
導
員
」
社
会
教
育
主
事
資
格

を
有
す
る
人

「�

青
少
年
育
成
指
導
員
」
青
少
年
補
導
・
育

成
経
験
を
有
す
る
人

◦�

雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日
（
新
図
書
館
は
８
月
１
日
か
ら
）

◦�

勤
務
時
間　

週
4
日
程
度

◦�

応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人
、
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
、
原

則
と
し
て
満
65
歳
以
下
の
人
（
平
成
26
年

4
月
1
日
現
在
）

※�

司
書
免
許
を
有
す
る
人
は
、
履
歴
書
に
写

し
を
添
付
。

◦�

勤
務
場
所　

市
内
の
市
立
小
中
学
校
な
ど

◦�

業
務
内
容　

　

�

①
複
式
学
級
で
の
学
習
指
導　

②
日
常
生

活
で
の
介
助
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ

の
医
療
的
支
援　

③
児
童
生
徒
の
学
習
支

援
の
た
め
の
担
任
補
助　

④
不
登
校
解
消

な
ど
の
児
童
生
徒
支
援　

⑤
学
校
で
の
事

務
補
助
員　

⑥
学
校
給
食
臨
時
調
理
員

◦�

勤
務
条
件
・
必
要
資
格

　

�

①
教
員
免
許
を
有
す
る
人
（
日
給

７
１
０
０
円
）②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護

師
資
格
を
有
す
る
人
（
日
給
６
８
０
０
円

～
７
１
０
０
円
）③・
④
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

（
日
給
６
２
０
０
円
～
）⑤
学
校
で
の
事
務

補
助
員
（
日
給
５
７
０
０
円
）⑥
資
格
は
問

い
ま
せ
ん
（
日
給
６
３
０
０
円
）

◦�

任
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら

※
更
新
に
よ
り
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◦�

勤
務
時
間　

①
～
④
1
日
7
時
間
、

　

⑤
⑥
1
日
7
時
間
45
分

※�

勤
務
場
所
に
よ
っ
て
時
差
出
勤
あ
り
。

◦�

保
険
等　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
災
害
補
償
制
度
（
労
災
保
険
等
）

◦�

募
集
期
限　

１
月
31
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
希
望

職
種
・
必
要
事
項
を
明
記
し
、
教
育
総
務

課
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※�

資
格
を
有
す
る
人
は
証
明
書
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

日
給
は
、
平
成
25
年
度
の
金
額
で
す
。
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
教
育
総
務
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
３
８

臨
時
職
員
募
集

（
平
成
26
年
４
月
採
用
）

募集

【
い
き
が
い
推
進
課
】

「�

看
護
師
」
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
・
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作
成
支
援

【
介
護
保
険
課
】

「�

情
報
処
理
員
」高
卒
程
度
で
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
操
作
が
で
き
る
人

「�

介
護
支
援
専
門
員
」
総
合
相
談
業
務
、
介

護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
、
要
介

護
認
定
調
査

「�

看
護
師
」総
合
相
談
業
務
、介
護
予
防
事
業
、

要
介
護
認
定
調
査

「
管
理
栄
養
士
」
介
護
予
防
事
業

「�

保
健
師
」
総
合
相
談
業
務
、
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

【
健
康
増
進
課
】

「�

保
健
師
」
母
子
健
診
、
保
健
指
導
、
家
庭

訪
問
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
な
ど

【
国
保
年
金
課
】

「�

情
報
処
理
員
」高
卒
程
度
で
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
操
作
が
で
き
る
人

「�

看
護
師
」・「
管
理
栄
養
士
」・「
保
健
師
」

  

家
庭
訪
問
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
な
ど

◦�

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

◦�

勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
45
分
ま
で
（
週
29
時
間
以
内
）

◦�

面
接
試
験
日　

２
月
８
日
㈯

【
教
育
総
務
課
】

「�

小
中
学
校
図
書
室
内
の
環
境
整
備
・
図
書

貸
し
出
し
な
ど
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め

の
事
務
補
助
」

◦�

勤
務
場
所　

山
鹿
市
内
の
市
立
小
中
学
校

を
巡
回

◦�

勤
務
条
件
・
必
要
資
格
な
ど　

　

資
格
は
問
い
ま
せ
ん

　

月
額
14
万
円

◦�

雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日

◦�

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

◦�

保
険
な
ど　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
、災
害
補
償
制
度
（
労
災
保
険
等
）

※�

司
書
資
格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

は
証
明
書
類
の
写
し
を
添
付
。

問
い
き
が
い
推
進
課　
　

☎
43
‐
０
０
５
２

　

介
護
保
険
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
０
７
７

　

健
康
増
進
課　
　
　
　

☎
43
‐
０
０
５
０

　

国
保
年
金
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
２
７

　

社
会
教
育
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

　

教
育
総
務
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
３
８

平
成
26
年
度
非
常
勤
職
員
募
集

募集

◦�

募
集
期
限　

す
べ
て
１
月
31
日
㈮（
必
着
）

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
う
え
、
資
格
免
許
証
の
写

し
を
添
え
て
、
希
望
す
る
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
（
平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
5

時
）
し
て
く
だ
さ
い
。
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◦�

対
象　

新
た
に
農
業
で
生
計
を
立
て
る
こ

と
を
目
指
す
人
や
農
産
物
販
売
を
目
的
と

し
た
農
業
経
営
を
目
指
す
人（
63
歳
以
下
、

同
一
世
帯
か
ら
複
数
の
応
募
は
不
可
）

◦�

研
修
期
間　

４
月
10
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈬

◦�

研
修
内
容　

①
栽
培
技
術
講
義
・
実
習
、

農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
習
得
の
た
め
の

講
義
な
ど
②
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
月
１
回
）

農
業
の
新
し
い
技
術
や
専
門
的
な
栽
培
管

理
技
術
、
就
農
に
必
要
な
農
業
情
報
な
ど

◦�

受
講
料　

無
料（
教
科
書
代
な
ど
は
実
費
）

◦�

申
込
期
間　

１
月
15
日
㈬
〜
２
月
５
日
㈬

問�

熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

研
修
部

☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
６
０
０

農
業
大
学
校

新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

募集

市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募集

　

平
成
26
年
度
の
毎
月
貸
付
の
奨
学
金
と
入

学
時
貸
付
の
入
学
支
度
金
の
募
集
を
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

◦�

申
込
資
格

①�

市
内
に
３
年
以
上
居
住
す
る
者
の

　

被
扶
養
者

研
修
コ
ー
ス

受
講
日

定
員

プ
ロ
農
家

養
成
コ
ー
ス

毎
週
火
・
水
・
金

20
人

実
践
農
業

コ
ー
ス

毎
週
月
・
木

30
人

特
別
セ
ミ

ナ
ー
聴
講

コ
ー
ス

毎
月
１
回

15
人

程
度

◦�

訓
練
内
容　

情
報
処
理
技
術
習
得
訓
練

　
　
　
　
　
　

２
年
間

◦�

訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町
）

◦�

応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を

し
、
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
と

同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
人
で
、
特
別

な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と

◦�

定
員　

10
人

◦�

募
集
期
限　

１
月
21
日
㈫

◦�

費
用　

年
間
２
万
円
程
度

問�

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集

募集

②�

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

④�

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
奨
学
金
（
毎
月
の
貸
付
）】

◦�

貸
付
金
額　

　

高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　

国
公
立　

月
額
２
万
円
以
内

　

私
立　
　

月
額
３
万
円
以
内

　

大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

　

月
額
５
万
円
以
内

◦�
受
付
期
間　

３
月
３
日
㈪
～
４
月
４
日
㈮

【
入
学
支
度
金
（
入
学
時
の
み
の
貸
付
）】

◦�
貸
付
金
額　

　

高
校
、
大
学
等
の
入
学
時　

40
万
円
以
内

◦�

受
付
期
間　

１
月
６
日
㈪
～
１
月
31
日
㈮

◦�

返
還
方
法　

•

貸
付
終
了
後
半
年
間
据
え
置
き

•

貸
与
期
間
の
３
倍
以
内
の
期
間
で
返
還

（
奨
学
金
）

•

毎
月
１
万
円
以
上
の
返
還（
入
学
支
度
金
）

◦�

募
集
人
員　

奨
学
金
、
入
学
支
度
金
と
も

若
干
名

問�

教
育
総
務
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
３
８

　

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◦�

日
時　

１
月
28
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

◦�

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

募集

◦�

内
容　

①
再
就
職
体
験
発
表
（
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
に
よ
る
再
就
職
活
動
や
就
業

後
の
両
立
体
験
発
表
）
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊

本
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
よ
る
就
職
準
備
、

仕
事
と
子
育
て
両
立
の
ポ
イ
ン
ト
説
明

　

③
企
業
説
明
会
・
面
談
会

◦�

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

◦�

申
し
込
み
方
法　
「
参
加
申
込
書
」
を
お

取
り
寄
せ
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
託
児
希
望
者
は
、
１
月
17
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
０
５
０
０

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

☎
０
９
６
‐
３
８
２
‐
５
４
４
５
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◦�

日
時　
３
月
21
日
㈷
少
雨
決
行

　

午
前
８
時
受
け
付
け
、
９
時
開
会
式

◦�

会
場　

あ
ん
ず
の
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

第
２
回
「
清
浦
総
理
顕
彰
」

あ
ん
ず
の
丘
マ
ラ
ソ
ン
大
会

募集

　

緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所
で
暮
ら
し
ま

せ
ん
か
。

◦�

分
譲
区
画　

９
区
画
（
上
下
水
道
完
備
）

◦�

坪
単
価　

３
万
３
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　

３
万
７
５
０
０
円

◦�

所
在
地　

鹿
北
町
芋
生
字
才
野

◦�

分
譲
条
件　

３
年
以
内
に
住
宅
を
建
設
、

建
物
は
専
用
住
宅
に
限
る

※�

契
約
者
に
は
特
典
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

住
宅
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
８
７

か
ほ
く
幸
ヶ
丘
宅
地
分
譲

募集

　

山
鹿
市
が
全
国
に
誇
る
和
紙
の
伝
統
工
芸

品
を
、
あ
な
た
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

対
象　

市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
人

◦�

日
程　

２
月
５
日
㈬
～
２
月
26
日
㈬

　

毎
週
水
曜
日
（
４
回
）
午
後
７
時
～
９
時

◦�

場
所　

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員　

20
人(

定
員
に
な
り
次
第
締
切)

◦�

参
加
費　

千
円

◦�

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈮

問�

商
工
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
４
１
３

来
民
う
ち
わ
製
作
教
室

募集

【種目・参加料】
コース 種目 参加料

1.5km
①３歳以上
※�小学生未満
保護者同伴

1,000 円

3km

②小学生 1,000 円
③中学生 1,000 円
④高校生 1,000 円
⑤一般 3,000 円

10km ⑥高校生 1,000 円
⑦一般 3,000 円

ハーフ ⑧一般 4,000 円

　

熊
本
県
で
は
、
家
庭
の
事
情
、
不
安
や
悩

み
な
ど
を
抱
え
学
習
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
た
ち
に
、
最

寄
の
地
域
で
学
び
の
場
・
安
ら
ぎ
の
居
場
所

を
確
保
・
提
供
す
る
「
地
域
の
学
習
教
室
」

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も

た
ち
の
学
習
支
援
者
募
集

募集

　

働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
や
自

信
を
な
く
し
て
い
る
人
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
働
く
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
行
動

に
踏
み
出
せ
な
い
若
者
や
家
族
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
っ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
就
労
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�
対
象
者　

お
お
む
ね
15
か
ら
39
歳
の
若
者

や
そ
の
家
族

◦�
日
程　

１
月
７
日
㈫
・
21
日
㈫

　
　
　
　

２
月
４
日
㈫
・
18
日
㈫

◦�

時
間　

午
後
２
時
〜
５
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
役
所
別
館
２
階

　
　
　
　

会
議
室

問�

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８
‐
74
‐
０
０
０
７

若
年
就
職
相
談
会
＆

支
援
セ
ミ
ナ
ー

相談

◦�

募
集
定
員　

先
着
２
０
０
０
人
程
度

◦�

申
し
込
み
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
ま
た
は
所

定
の
払
込
取
扱
票
で
申
し
込
み

※�

市
役
所
・
総
合
支
所
で
は
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
せ
ん

◦�

申
込
期
間　

１
月
６
日
㈪
〜
２
月
10
日
㈪

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
２
月
17
日
㈪
ま
で

【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
払
込
取
扱
票
の
請
求
先
】

鹿
本
総
合
支
所　
　
　
　

☎
46
‐
５
０
７
５

【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
場
所
】
山
鹿
市
役
所
観

光
課
、各
総
合
支
所
、山
鹿
市
内
各
郵
便
局
、

山
鹿
市
総
合
体
育
館
な
ど

問�
菊
鹿
総
合
支
所　
　
　

☎
48
‐
３
１
１
１

　
こ
の
事
業
は
、「
子
ど
も
」「
学
習
支
援
員
」

「
場
所
」
を
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
、
登
録
さ
れ

た
そ
の
３
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、現
在
、山
鹿
市
で
は
、「
子
ど
も
」

「
場
所
」
の
登
録
は
あ
る
も
の
の
「
学
習
支

援
員
」
の
登
録
が
な
く
、
事
業
を
実
施
で
き

な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
「
学
習
支
援
員
」
と
し
て
協

力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問�

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
２
９
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎１/６、７、８、９、10　５日間開催　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

〈 

有
料
広
告 

〉

◦�

日
時　

１
月
19
日
㈰

　

午
後
２
時
（
午
後
1
時
半
開
場
）

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

入
場
料　

一
般
５
０
０
円

　

小･

中
・
高
校
生
３
０
０
円

◦�

ゲ
ス
ト　

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱

　
　
　
　
　

志
岐
由
理
子
さ
ん

問
文
化
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
９
１

山
鹿
少
年
少
女
合
唱
団

第
24
回
定
期
演
奏
会

催し

　

障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と

し
て
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

１
月
31
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

※�

１
月
20
日
㈪
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◦�

場
所　

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

視
聴
覚
室

◦�

内
容　

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て　

他

問
い
き
が
い
推
進
課　
　

☎
43
‐
０
０
５
２

山
鹿
市
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

催し

　

省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を

学
び
な
が
ら
、
み
ん
な
で
作
っ
た
料
理
を
試

食
し
ま
す
。

◦�

日
時　

２
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ

ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
２
階
調
理
室

◦�

参
加
者　

市
内
小
学
生（
兄
弟
姉
妹
も
可
）

と
そ
の
保
護
者
（
先
着
20
人
程
度
）

◦�

申
込
期
限　

１
月
27
日
㈪

問
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
親
子
で

学
び
ま
せ
ん
か

催し

　

こ
れ
か
ら
進
む
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

在
宅
医
療
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

◦�

日
時　

２
月
１
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

対
象
者　

ど
な
た
で
も

◦�
内
容　

　

寸
劇
「
住
み
慣
れ
た
自
宅
に
帰
ろ
う
」

　

�
講
演
「
在
宅
医
療
の
実
際
～
自
宅
で
安
心

し
て
療
養
す
る
た
め
に
～
」
講
師
田
島
和

周
さ
ん
（
熊
本
ド
ク
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
務
局

長
他
）、
意
見
交
換
、
な
ど

※�

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
保
健
所　
　
　
　

☎
44
‐
４
１
２
１

在
宅
医
療
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

催し

◦�

日
時　

１
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
午
前
９
時
半
受
け
付
け
）

◦�

集
合
場
所　

白
嶽
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ

第
９
回

森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

催し

場
駐
車
場
（
上
天
草
市
姫
戸
町
姫
浦

５
３
９
５
‐
１
）

◦�

内
容　

観
海
ア
ル
プ
ス
を
散
策
し
な
が
ら

湿
地
お
よ
び
沿
海
地
の
植
物
を
観
察

◦�

募
集
定
員　

40
人

◦�

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）

小
学
生
以
下
２
０
０
円

◦�

申
し
込
み
方
法　
「
第
９
回
森
林
自
然

観
察
・
体
験
教
室
申
し
込
み
」、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て

ハ
ガ
キ
（
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
（
住

所
記
載
不
要
））、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
６

‐
３
８
５
‐
６
２
４
７
）、
電
子
メ
ー

ル
（shinrinhozen@

pref.kum
am

oto.
lg.jp

）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
熊
本
県
森
林
保
全
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
０

◦�

日
時　
１
月
22
日
㈬
午
後
３
時
半

◦�

場
所　

八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

講
師　

株
式
会
社
四
万
十
ド
ラ
マ

　
　
　
　

代
表
取
締
役
畦あ

ぜ

ち地
履り

し
ょ
う正

さ
ん

◦�

演
題　
「
四
万
十
川
方
式
地
元
発
着
型
産

業
づ
く
り
」

◦�

定
員　

１
０
０
人
（
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

問�

企
画
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
１
４

地
域
づ
く
り
講
演
会

催し
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無料墓地
日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。

〈 

有
料
広
告 

〉

１月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があり
ます。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金
８日㈬ 休館日
11日㈯ 八千代座開業記念鏡開き

19日㈰ 第 24 回山鹿少年少女合唱団
定期演奏会 日中 有料

25日㈯ Fried Pride　新春特別公演
IN 八千代座 夜間 有料

26日㈰ 八千代座・冬の映写会６ 日中 有料

31日㈮
第 13 回山鹿小学校

八千代座公演 日中 無料

山鹿風情物語 夜間 有料

１月のさくら湯休館日

１月 15日㈬（第３水曜日）

◦�

日
時　

１
月
19
日
㈰
午
前
８
時
半
受
け
付

け
、
午
前
９
時
開
会

◦�

場
所　

岩
原
古
墳
群
（
県
立
装
飾
古
墳
館

そ
ば
）

◦�

参
加
資
格　

熊
本
県
内
の
小
学
生

◦�

参
加
費　

無
料

◦�

種
目　

①
低
学
年
の
部
（
３
年
生
以
下
）

６
０
０
ｍ
×
４
人
②
高
学
年
の
部
（
４
年

生
以
上
）
１
、０
０
０
ｍ
×
４
人

◦�

申
込
期
限　

１
月
８
日
㈬

問�

双
子
塚
一
周
リ
レ
ー
大
会
事
務
局
（
鹿
央

教
育
分
室
）　　
　
　

 

☎
36
‐
２
１
８
３

肥
後
古
代
の
森
第
21
回

双
子
塚
一
周
リ
レ
ー
大
会

催し

◦�

日
時　

２
月
１
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
半

※�

３
月
１
日
㈯
の
「
野
焼
き
体
験
」
と
セ
ッ

ト
で
参
加
が
必
要
で
す
。

◦�

内
容　

文
様
を
工
夫
し
な
が
ら
縄
文
土
器

を
作
り
ま
す
。

◦�

材
料
費　

３
０
０
円

◦�

募
集
人
数　

先
着
30
人

◦�

申
込
期
限　
１
月
25
日
㈯

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎
36
‐
２
１
５
１

定
期
体
験
教
室

「
縄
文
土
器
づ
く
り
」

催し

◦�

日
時　

１
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

内
容　

装
飾
古
墳
館
長
が
、
装
飾
古
墳
を

は
じ
め
熊
本
の
考
古
学
研
究
の
歩
み
、
特

に
佐
藤
伝
蔵
に
よ
る
井
寺
古
墳
（
上
益
城

郡
嘉
島
町
井
寺
）
の
装
飾
発
見
の
経
緯
を

中
心
に
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

◦�

参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎
36
‐
２
１
５
１

装
飾
古
墳
館
長
集
中
講
座

催し

八千代座開業記念日「鏡開き」
　103 回目の八千代座開業日に鏡開きを行います。
今年も東通町親和会のご協力で、おいしいぜんざい
が振る舞われます。
◦�日時　１月 11 日㈯　午前 10 時半〜
◦�場所　八千代座前広場
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定例相談 仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①正看護師（夜勤有）　18万1,000円〜
②看護補助　12 万 3 千円〜
③薬剤師　26 万 4 千円〜
④歯科衛生士　17 万円〜
⑤介護支援専門員　17 万 5 千円〜
⑥作業療法士　17 万円〜
⑦農機営業　14 万 6 千円〜
⑧２t運転手　12 万円〜
⑨電気工事技術者　16 万 5 千円〜
⑩自動車整備士　12 万 4 千円〜
⑪タクシー乗務員　16 万 9 千円〜
⑫介護タクシー　15 万円〜
⑬スーパー食品係　15 万円〜
Yパート
①介護職　時給 750 円
②訪問介護員　時給 1,000 円
③看護助手　時給 750 円
④歯科衛生士　時給1,100円〜
⑤一般事務　時給 710 円〜
⑥旅館接客係　時給 700 円〜
⑦調理スタッフ　時給 750 円〜
⑧清掃　時給 664 円
※�詳細は、ご来室・ご相談ください。

なお、すでに採用済みの場合もあ
ります。職業相談室は山鹿老人福
祉センター２階です。

問�山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。

税務相談
◦日時　１月９日㈭
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦�日時　１月８日㈬・22 日㈬
　午前 10 時〜午後３時
　（正午〜午後１時を除く）
◦場所　市役所１階会議室
※相談日の５日前までに電話で予約
をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　１月９日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所別館（商工課内）
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43 ‐ 1413

社会保険労務士労働相談
◦日時　１月７日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所別館２階会議室
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。相談は、どこの会場でも受
けることができます。
【山鹿】
　①一般相談　１月 10 日㈮
　②�司法書士相談（登記関係）
　　１月24 日㈮要予約
　③法律相談　１月 31 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134
【鹿北】
　①一般相談　１月９日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696
【菊鹿】
　①一般相談　１月８日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060
【鹿本】
　①一般相談　１月７日㈫
　②法律相談　１月 28 日㈫要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206
【鹿央】
　①一般相談　１月６日㈪
　②�司法書士相談（成年後見・多重
債務）　１月 27 日㈪要予約

◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談
　午前 9 時〜正午
司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※�司法書士相談、法律相談は事前予
約が必要です。

問社会福祉協議会本所  ☎ 43 ‐ 1134

アルコール依存症相談
◦日時　１月16 日㈭午後７時〜９時
◦場所　ひだまり◦主催　断酒友の会
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

〈 

有
料
広
告 

〉
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＊都合で変更になる場合があります。(鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

１
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

５日㈰ 山鹿中央病院 / 幸村医院 岩下薬局
12 日㈰ 星田内科医院 / きくか松岡クリニック 岩下薬局
13 日㈷ 中川医院 / まえはら泌尿器科クリニック 岩下薬局 / まつ薬局
19 日㈰ 桑木内科 / かもと整形外科医院 岩下薬局 / ベル薬局
26 日㈰ 井上小児科医院 / 小林医院 岩下薬局

　公売会とは、地方税（県税・市町村税）の滞納により差し押さえた物件を入札で売却し、売却代金
を滞納税に充てるものです。
　今回の公売会は、山鹿市ほか県内 27 市町・県外 16 市町が連携し合同で実施するものです。これら
の取り組みを通して、滞納の縮減と納税に対する理解の拡大を図ることを目的としています。

期日　１月 12 日㈰
開場　午前９時
入札　①午前  ９時 40 分　②午前 10 時 40 分
　　　③午前 11 時 40 分　④午後 12 時 40 分
会場　熊本県益城町総合体育館

会場
上益城郡益城町
木山 236
※�駐車場収用台数
約 500 台

各入札回に約 150 品
合計約 600 品

九州市町村合同公売会 in 熊本

当日必要なもの
①購入代金
②本人確認証 (免許証、保険証など）
③印鑑 (認印可、法人の場合は代表印）
④代理人の場合は委任状
※�当日は受け付けがあります。未成年
の入札参加には制限があります。

至阿蘇
くまもと空港

●木山中

駐
車
場

至御船町

　　　　●
益城町役場

●
グランメッセ

●

益城町
文化会館

　●
益城中

●
益城町町民
グラウンド 会

場

九州自動車道

36
443

益城 IC

全物件の詳細・見積価格を、御船町の
ホームページで公開しています。

御船町 検索

合同公売会のお知らせ

問九州市町村合同公売会 in 熊本事務局
　御船町役場税務課徴収係　☎ 096 － 282 － 1115



山鹿市教育委員会広報

第23号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

広報やまが　2014.1.1　30

大
丈
夫
で
す
か
？
子
ど
も
の
ス
マ
ホ

山
鹿
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

意見発表を行う立花さん（写真上）と
竹熊さん（写真下）

　

11
月
９
日
に
あ
ん
ず
の
丘
多
目
的

体
育
館
で
、山
鹿
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
と
山
鹿
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
の
共
催
で
、山
鹿
市
青
少
年
健
全

育
成
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
地
域

全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、約
２
５
０
人
が
参

加
し
、活
動
の
推
進
を
誓
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
畠
本
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
、若
者
の
社
会
参
加
（
職
業
的

自
立
）に
向
け
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー

ト
内
容
を
説
明
の
後
、菊
鹿
中
学
校

２
年
生
の
立
花
千ち

か夏
さ
ん
が
、人
を

信
じ
る
心
と
友
達
を
大
切
に
思
う
尊

さ
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。ま
た
、

鹿
本
農
業
高
校
２
年
の
竹
熊
樺か

す
み純
さ

ん
は
、「
樹
木
医
」を
目
指
す
思
い
を

力
強
く
語
り
、菊
鹿
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
長
の
青
木
重し

げ
み
つ光
さ
ん
は
、地
域

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、記
念
講
演
で
は
、ｅ
‐

ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
協
議
会
の
有
田

誠ま
こ
と

専
任
講
師
が
、「
ネ
ッ
ト
社
会
に

潜
む
危
険
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ

う
」と
題
し
、目
覚
ま
し
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
化
と
普
及
を
遂
げ
て
い
る
ネ
ッ

ト
社
会
で
、子
ど
も
た
ち
が
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
安
全
な
使

い
方
に
つ
い
て
、解
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
大
会
決
議
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
、
地
域
社
会
、
学

校
、
家
庭
が
連
携
し
、
心
身
共
に

健
康
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目

指
す
こ
と
を
確
認
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。

平小城小学校　柴田果
か ほ

歩さん
　平小城小学校の柴田果歩さん（3
年生）は、自分で摘んだ花や農業
に従事されている祖父母が育てた
花を毎週持参し、校内に花を生け
る活動を 1 年間行うなどして、心
和む空間を作り、みんなの目を楽
しませてくれました。

鶴城中学校　全校生徒（101 人）
　鶴城中学校では平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災を受
け、私たちにも何かできることはないだろうかという思い
から、「食育」の一環として伝統的に行っている「米づくり」
で収穫したお米を、「支援米」として宮城県東松島市に生
徒会主催で贈っています。
　本年度で３年目となり、昨年度はうるち米 450 ｋｇ、本
年度もうるち米 360 ｋｇを 1 ｋｇずつ小袋に入れ、手作り
のメッセージを添えて東松島市の小中学生に贈りました。

熊
本
県
善
行
児
童
生
徒
表
彰

鶴城中学校の生徒会の皆さん
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英語教育のスキルアップと小中連携を目指して
県・山鹿市英語担当者指導法研修会

よ洲関！

　小学校外国語活動担当と中学校英語科の教職員、そしてＡＬＴ（外
国語指導助手）を対象とした研修が菊鹿町で行われました。
　午前中は菊鹿中学校三年生と益本真

ま さ ひ ろ

裕教諭による研究授業を参観
し、午後からは授業づくりやＡＬＴとの効果的な役割分担について協
議し、研修を深めました。

　「歴史公園鞠智城を散策し、多くの人との出会い、ふれあい
を通し、心身の健康づくり、ふるさとの風土・歴史・文化のす
ばらしさを感じてもらおう」と鞠智城ウォークラリー大会が開催
され、秋空の下、参加した皆さんは元気に完歩しました。今年
は、菊鹿中学校でコミュニティースクールが設立されたこともあ
り、中学生が鹿本商工高校の生徒や菊鹿レクレーション協会
と一緒にスタッフとして参加しました。
　参加者は県内外からボランティアを含めて約300 人。参加
者の年齢は１歳～80 歳と幅広く、ドラの合図で一般コース（約

ALT とのティームティーチングは
生の英語に触れるチャンスです

ALT も交えたグループ協議を通し
て授業づくりに取り組みました

さわやかな秋空の下 元気に完歩！
 
　　　　　　第９回肥後古代の森

　鞠智城ウォークラリー大会　１１月２３日

４キロ）とファミリーコース（２キロ）に分かれて出発。城内にく
り広げられたネイチャーゲーム・ニュースポーツに思わず笑顔
が…。楽しみながら歩いている姿が印象的でした。
　ゴールした参加者は、「コースが変わって新鮮ですね」「楽し
かった！」「来年も来まーす」と笑顔でいっぱいでした。

大会に参加された皆さん

平成 26 年山鹿市成人式
●　�日時　１月 13 日㈷午前 10 時
　　　　（９時受け付け開始）
●　�場所　山鹿市総合体育館
●　�対象者　平成５年４月２日から平成６

年４月１日までに生まれた人
※�市内に住民票がある人は、入場券を郵

送しています。入場券の無い人も当日
会場で受け付けできます。

イベント情報
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エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

おいしか

♡メッセージ
じいちゃん、ばあちゃん。いつもありがとう。
元気で長生きしてね。

（H22.10.9 生まれ）
千田（鹿央）

みやがわ　　　  めいな

宮川　愛依菜ちゃん
（H24.12.14 生まれ）

千田（鹿央）

 みやがわ　　  ほのみ

宮川　穂実ちゃん

応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（デー
タも可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、
山鹿市役所秘書課へ郵送するか持参してください。

　

寺
山
豆
腐
店
は
鹿
北
で
90
年
以
上

豆
腐
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

お
か
ら
和
え
は
、
豆
腐
と
作
る
際

に
で
き
る
お
か
ら
を
使
い
、
い
な
か
の

お
昼
ご
飯
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
り
ま

し
た
。
玉
ね
ぎ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た

食
感
と
し
っ
か
り
付
い
た
し
ょ
う
ゆ

味
が
ご
飯
に
合
い
ま
す
。
材
料
の
ニ

ン
ジ
ン
や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
野
菜
は
、

地
元
鹿
北
の
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

余
っ
た
お
か
ら
和
え
は
コ
ロ
ッ
ケ
に
し

て
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

食
物
繊
維
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
お
か
ら
を
た
く
さ
ん
の
人

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

寺山豆腐店
寺山　雄一さん

寺
山
豆
腐
店

倶楽部
すくす

く

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

【
お
か
ら
和あ

え
】

（H22.12.6 生まれ）
下高橋（鹿本）

  いわした　　  ゆうや

岩下　結哉ちゃん

　

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
経
済
振
興
委
員
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。　
　
　

問
☎
46
‐
２
１
４
１

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード
＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取

り決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）

♡メッセージ
おじいちゃん、おばあちゃん
いつもいっぱい遊んでくれて
ありがとう。これからもよろ
しくお願いします。

☎
32
‐
３
５
６
５

あ
と
が
き

♬
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
「
広
報
や
ま
が
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
♬
さ
く
ら
湯

開
湯
一
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
で
開
催

さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕｰ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
に
私
も
出

場
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
結
局
当
日
は
ゴ
ー
ル
付
近
で

取
材
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
し

た
人
の
き
つ
そ
う
な
顔
を
見
て
い
る

と
自
分
は
出
な
く
て
よ
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
オ
ム
ロ
ン
の
選
手
が
「
練

習
よ
り
き
つ
い
」と
言
う
ほ
ど
な
の
に
、

相
変
わ
ら
ず
運
動
不
足
の
私
に
は

４
０
０
メ
ー
ト
ル
を
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
の

は
無
理
そ
う
で
す
。
昨
年
の
目
標
だ
っ

た
運
動
不
足
解
消
を
今
年
こ
そ
達
成

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す　
　
　

  （
有
）

■人の動き
人口 12 人減りました 55,617 人
男性 7 人増えました 26,191 人
女性 19 人減りました 29,426 人
世帯数 7 世帯増えました 21,426 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,638 人
15歳〜64歳 56.1 ％ 31,216 人
65歳〜 32.0 ％ 17,763 人

11 月末現在 ( 増減は前月末比 )


